


拠点施設

南あわじ市緑市民センター

《主な整備・備品内容》

○緑市民センター駐車場に『太陽光発電パネル』設置

＆『広田ふれあい公園』広田梅林周囲整備
○備品の整備 環境学習教材、キッズコーナー遊具、物置

連絡先
広田まちづくり協議会

TEL / FAX ：0799-44-3008/3038

10－２ 南あわじ市広田
ひ ろ た

地区(広田小学校区) 24 年度採択

平成 27 年度に南あわじ市の新庁舎が完成し、旧緑町の中心施設である

現緑庁舎が廃止され地域の疲弊に繋がる懸念と新興住宅の住民の地域活

動への不参加傾向など、地域自治の弱体化がますます進行すると思われ

ます。この流れを食い止め、地域の賑わいと活性化を取り戻すため、世

代間交流の促進、いつでも誰でも集まれる場所の確保、次世代を担う子

どもたちと共に地域の現状や課題を知る学習などが不可欠です。

そのために、地域住民が自主性を持ち一丸となって『いつまでも住み

続けたいまち』を目指した活動を積極的に展開・継続していきます。

地域づくりの

課題と目標

・地域住民が自由に利用できる交流拠点を明確にし、個々の団体の独自

活動を本協議会を通じ一体的で連携の取れた活動を展開し、希薄化傾向

にあった地域コミュニティの活性化と賑わいづくりに繋がりました。

・太陽光発電など自然エネルギーや環境教育を通じ、特に子どもの参加

を積極的に進め、まちづくり活動を定着化し継続性を図るため、自主運

営ができるよう次代リーダーの育成、交流広場事業を多くの方々に参

加・協力を得るための情報発信の内容・方法研究が最大の課題です。

これまでの

成果や

今後の予定

広田梅林ふれあい公園『梅林まつり』賑わいと周辺美化

広田地域の唯一の観光資源である「広田梅林ふれあい公園」を活

かした活動として、近接のため池を整地し駐車場所も兼ねて「広田

梅林まつり」の期間（春１ヵ月間）に『広田ふれあいコーナー』を

開設し、コーヒー、ぜんざいなどを販売して地域住民や観光客に楽

しんでもらっています。

また、子どもとのふれあいの場とし『環境学習とバーベキュー大

会』」なども新規に企画し、年間を通して住民が気軽に利用できる触

れ合い憩いの場として活用を図っています。

広田ふれあいコンサート

広田まちづくり協議会として主催する初めての行事です。

さまざまなまちづくり活動を推進する４つのチームの内の一つ、

「チャイルドチーム」が主体で、保育園、小・中学校吹奏楽部、まち

の音楽愛好家などが一堂に会して「ふれあいと笑顔のまちの音楽会」

を企画実行しました。

まさに、幼児からお年寄りまであらゆる世代が癒やされ楽しい交流

の場として好評で成果がありました。 

また、若い人たちのまちづくりへの積極的な参加意欲の起爆剤とし

ても期待しています。

【広田梅林ふれあいコーナー】

【広田ふれあいコンサート】

県民交流広場のᐇ地域が���地区㺂県内校区の��㸣となる中㺂広場活動がさらにᐇ

してᐇされるࡼう㺂県ࣞ࣋ルでの交流の場として㺂「地域コミュニティ࣭࣡ーࢻ ����」

をᖹ成 �� 年 �� ᭶ �� 日㸦ᅵ㸧にරᗜ県❧ణ㤿長ᑑの㒓�養父市�においてᐇ。 

同開ദࢺࣥ࣋として、ࡩるさとణ㤿“いきいき࣭わくわく”࢙ࣇスࢱや、ణ㤿長ᑑの

㒓➨ 11 ᅇまࡈころまつりが開ദされ、ᐙ᪘㐃れなど⣙ 1,100 人がゼれた。

ᙜ日は、地域の௦表にࡼるブース展示をはじࡵ、広場同士の交流をᅗる広場お見合い会、

モデル的活動を展開している広場のコミュニティ賞の表ᙲᘧを⾜った。  

㸯 ྛ県民ᒁのᆅᇦ௦⾲ࡼるࢫ࣮ࣈᒎ♧ 

各県民ᒁの௦表㸰地区、ィ 20 地区の広場ᐇ地域のブースが出展。

ᮌ工ᡭづくりおもちࡷの展示や、㒔市と㎰村交流、Ṕྐとఏ⤫を活かした地域づくり

の取組⤂、ࡩれあいႚⲔを㏻じた活動⤂、ぜんࡊいやお㣰などの特⏘ရの㈍など、

ࣘニーࢡな取組やモデル的な活動について、工夫をจらしたࣃネル展示にࡼり日㡭の活

動をᢨ㟢した。今後の⥅⥆した活動にྥࡑ、ࡅれࡒれの広場が交流し、学⩦し合うⰋい

ᶵ会となった。

㸰 広場ྠኈの交流をᅗる広場࠾ぢྜい 

㸴、㸵団体の広場同士がおいのブースを見学し、活動を

ㄝ明し合うことにࡼり、㢦と㢦が見える㛵ಀをసり、࣡ーࢻ

⤊後も交流ができるࡼうにするたࡵの広場お見合い会をᐇ。

コミュニティᛂ㝲の᯽ᮌⓏ㉳Ặ、ᆏᮏὠ␃௦Ặ、ᶓᒣᐅ⮴ 

Ặをコーディネーࢱーに㏄え、各広場の௦表者が㸱つのࢢルーࣉ

にศかれて活動報࿌、意見交換を⾜った。

れの広場の⊂自の取り組みについてㄆ㆑するとともに、他の広場の活動内容ࡒれࡑ

も知ることにࡼり、今後の交流にྥࡅたⰋいᶵ会となった。

㸯 ᆅᇦコミュニティ࣭ࢻ࣮࣡㸰㸮㸯３のᐇᴫせ 
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３ モデル的な活動をしている広場の顕彰 

選考委員が各展示ブースをまわり、出展した広場の中 

から、今後のモデルとなる活動や特徴的な取組を展開して 

いる５つの広場を「県民交流広場コミュニティ賞」の部門 

賞として、展示内容や出展者との意見交換をもとに選考し、 

金澤副知事から部門賞と奨励賞を贈呈。 

野崎隆一選考委員長からは、「例年になく、地域間交流を 

テーマにしているところが多かった他、ビジネス的な視点を取り入れたり、会合の持ち

方を工夫している団体も多く出展されていた。同じ目線で活動している者同士が情報交

換したり、意見交換するのが一番効果的なので、今日の発表や参加をぜひ、活かしてい

ただきたい。」との講評があった。 

《 県民交流広場コミュニティ賞 部門賞 》 

① いきいき広場賞 ： 宍粟市波賀
は が

地区 谷村おこしの会 

② なるほど広場賞 ： 養父市建屋
たきのや

地区  建屋校区自治協議会 

③ みんなで広場賞 ： 丹波市中央
ちゅうおう

地区  中央地区自治振興会 

④ すくすく広場賞 ： 宝塚市末成
すえなり

地区  末成小学校地域まちづくり協議会 

⑤ しっかり広場賞 ： 明石市人丸
ひとまる

地区  人丸まちづくり推進会

〔ᒸ⏣௦⾲：あいさつ〕 

ただいまࡈ⤂いただきました、┴Ẹὶ広場┴㐃⤡༠㆟会௦⾲ୡヰேのᒸ⏣と⏦し

ます。⚄ᡞᕷの༊ඵ多⏫から᮶ております。どうࡒよろしくお願いいたします。 

ᆅᇦ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥア࣡ーࢻは、ᅇで５ᅇ┠ということで、Ꮀ㔝ྎ⏕ᾭᩍ⫱ࢱࣥࢭー

で㸰ᅇやりまして、㸱ᅇ┠は⚄ᡞᕷのරᗜ┴බ㤋で、㸲ᅇ┠のཤᖺがῐ㊰、５ᅇ┠がᖺ

ということでࡊࡈいます。 

私は㸱ᅇ┠の┴බ㤋のに⚄ᡞᕷの௦⾲をやってくࢀということで௦⾲をさࡏていただ

いております。ᡞ▱がࡩるさと࡙くりということをおっしࡷっていますが、ア࣡ーࢻ

にẖᖺ᮶るのを楽しみにしているのですが、、㧗㱋♫会とか、ᚋ⥅⪅がいないとか、

᮶たらඖẼになるとᛮいますが、ここ࠶なၥ㢟がࠎるいはⱝいேがཧຍしないとかⰍ࠶

ります。 

こࢀが私の楽しみになっておりまして、たくさんのඖẼをもらってᖐりたいなとᛮって

おります。 

また、ࡈ‽ഛいただいた᪉ࠎ、本当に࠶りがとうࡊࡈいました。┴Ẹὶ広場の皆様᪉、

ົᒁの皆様᪉、┴Ẹᒁの皆様᪉にᨵࡵてᚚ♩を⏦しୖࡆたいとᛮいます。 

さて、本᪥も 20 のブースが出るのですが、私も審査員としてᅇらࡏていただきます。５

つの㒊㛛が࠶るのですが、ࢀࡒࢀࡑᅇりましたら㹎㹐をよろしくお願いしたいとᛮいます。 

この㈹は優劣をつけるものではないですけࢀども、ࡏっかくⰍࠎやっていただいている

のですから、ྲྀࢀࡒࢀࡑり⤌んでいることを༑ศ⪺きたいとᛮいますので広場の᪉は、㹎

㹐をよろしくお願いします。 

ᖺの┠⋢としては、おぢྜい広場というものをᐇします。රᗜ┴は広いですから

ὶを┠ⓗとして、ྛཧຍ⪅のおぢྜいをいたします。こࢀをᶵ会として、Ⰽࠎなὶが㐍

 。Ꮀしいなとᛮいますࡤࡵ

᪥はࡩるさとణ㤿いきいきὶ࢙ࣇスࢱ、ణ㤿㛗ᑑの㒓まࡈころまつりと୍⥴にやら

 。ていただいておりますので、᭱ᚋまでよろしくお願いしたいとᛮいますࡏ

ࢻア࣡ー࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥでは、からᆅᇦࢀࡑ 20�� をጞࡵたいとᛮいますのでよろしく

お願いします。࠶りがとうࡊࡈいました。 

㸯㸫㸯 㛤ᘧ 㸯㸮：㸮㸮㹼 
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３ モデル的な活動をしている広場の顕彰 

選考委員が各展示ブースをまわり、出展した広場の中 

から、今後のモデルとなる活動や特徴的な取組を展開して 

いる５つの広場を「県民交流広場コミュニティ賞」の部門 

賞として、展示内容や出展者との意見交換をもとに選考し、 

金澤副知事から部門賞と奨励賞を贈呈。 

野崎隆一選考委員長からは、「例年になく、地域間交流を 

テーマにしているところが多かった他、ビジネス的な視点を取り入れたり、会合の持ち

方を工夫している団体も多く出展されていた。同じ目線で活動している者同士が情報交

換したり、意見交換するのが一番効果的なので、今日の発表や参加をぜひ、活かしてい

ただきたい。」との講評があった。 

《 県民交流広場コミュニティ賞 部門賞 》 

① いきいき広場賞 ： 宍粟市波賀
は が

地区 谷村おこしの会 

② なるほど広場賞 ： 養父市建屋
たきのや

地区  建屋校区自治協議会 

③ みんなで広場賞 ： 丹波市中央
ちゅうおう

地区  中央地区自治振興会 

④ すくすく広場賞 ： 宝塚市末成
すえなり

地区  末成小学校地域まちづくり協議会 

⑤ しっかり広場賞 ： 明石市人丸
ひとまる

地区  人丸まちづくり推進会

〔ᒸ⏣௦⾲：あいさつ〕 

ただいまࡈ⤂いただきました、┴Ẹὶ広場┴㐃⤡༠㆟会௦⾲ୡヰேのᒸ⏣と⏦し

ます。⚄ᡞᕷの༊ඵ多⏫から᮶ております。どうࡒよろしくお願いいたします。 

ᆅᇦ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥア࣡ーࢻは、ᅇで５ᅇ┠ということで、Ꮀ㔝ྎ⏕ᾭᩍ⫱ࢱࣥࢭー

で㸰ᅇやりまして、㸱ᅇ┠は⚄ᡞᕷのරᗜ┴බ㤋で、㸲ᅇ┠のཤᖺがῐ㊰、５ᅇ┠がᖺ

ということでࡊࡈいます。 

私は㸱ᅇ┠の┴බ㤋のに⚄ᡞᕷの௦⾲をやってくࢀということで௦⾲をさࡏていただ

いております。ᡞ▱がࡩるさと࡙くりということをおっしࡷっていますが、ア࣡ーࢻ

にẖᖺ᮶るのを楽しみにしているのですが、、㧗㱋♫会とか、ᚋ⥅⪅がいないとか、

᮶たらඖẼになるとᛮいますが、ここ࠶なၥ㢟がࠎるいはⱝいேがཧຍしないとかⰍ࠶

ります。 

こࢀが私の楽しみになっておりまして、たくさんのඖẼをもらってᖐりたいなとᛮって

おります。 

また、ࡈ‽ഛいただいた᪉ࠎ、本当に࠶りがとうࡊࡈいました。┴Ẹὶ広場の皆様᪉、

ົᒁの皆様᪉、┴Ẹᒁの皆様᪉にᨵࡵてᚚ♩を⏦しୖࡆたいとᛮいます。 

さて、本᪥も 20 のブースが出るのですが、私も審査員としてᅇらࡏていただきます。５

つの㒊㛛が࠶るのですが、ࢀࡒࢀࡑᅇりましたら㹎㹐をよろしくお願いしたいとᛮいます。 

この㈹は優劣をつけるものではないですけࢀども、ࡏっかくⰍࠎやっていただいている

のですから、ྲྀࢀࡒࢀࡑり⤌んでいることを༑ศ⪺きたいとᛮいますので広場の᪉は、㹎

㹐をよろしくお願いします。 

ᖺの┠⋢としては、おぢྜい広場というものをᐇします。රᗜ┴は広いですから

ὶを┠ⓗとして、ྛཧຍ⪅のおぢྜいをいたします。こࢀをᶵ会として、Ⰽࠎなὶが㐍

 。Ꮀしいなとᛮいますࡤࡵ

᪥はࡩるさとణ㤿いきいきὶ࢙ࣇスࢱ、ణ㤿㛗ᑑの㒓まࡈころまつりと୍⥴にやら

 。ていただいておりますので、᭱ᚋまでよろしくお願いしたいとᛮいますࡏ

ࢻア࣡ー࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥでは、からᆅᇦࢀࡑ 20�� をጞࡵたいとᛮいますのでよろしく

お願いします。࠶りがとうࡊࡈいました。 

㸯㸫㸯 㛤ᘧ 㸯㸮：㸮㸮㹼 
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〔藤原部長：あいさつ〕 

みなさん、おはようࡊࡈいます。 

 ᪩ᮅから、また┴ୗྛᆅᇦから多くの皆様᪉に 

ᆅᇦ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥア࣡ーࢻにࡈཧ㞟いただきま 

して、࠶りがとうࡊࡈいます。 

┴Ẹὶ広場ᴗは、┴ୗで �0� のᆅ༊で㛤タ 

さࢀて活動がᒎ㛤さࢀており、様ࠎなᆅᇦㄢ㢟、 

様ࠎなศ㔝で活動が広がっているというㄆ㆑をい 

たしております。 

 ෆのとおり、┴Ẹὶ広場は┴Ẹἲே⛯のࡈ

㉸㐣ㄢ⛯を活⏝しまして、ᩚഛ㈝と活動㈝のຓᡂをさࡏていただいております。ᴗ࣭ἲ

ேのみなさんのࡈ༠ຊのୖでᡂり❧っているᴗですので、よろしくお願いさࡏていただ

きたいとᛮいます。 

 ᪥は５ᅇ┠のア࣡ーࢻということで、ణ㤿㛗ᑑの㒓で㛤ദさࡏていただいております

が、ྛ ┴Ẹᒁࡈとに㸰団体ࡎつ᥎⸀をいただいて、ィ 20 団体のみなさまにお㉺しいただい

ております。 

 ᪥のᵓᡂは、ᒸ⏣௦⾲からおヰが࠶りましたが、ブースࡈとにࢀࡒࢀࡑ団体の活動≧

ἣを㹎㹐してもらうࢥーࢼーと、広場ྠኈὶしてもらうおぢྜい会、ࡑして⾲ᙲという

ことで５つの㒊㛛㈹と㸯５のዡບ㈹をおΏしするということになっております。 

ࢱス࢙ࣇくࢃくࢃいきいき࣭ࠕて、ణ㤿┴Ẹᒁのࡏࢃ࠶とࢀࡑ  、ࠖణ㤿㛗ᑑの㒓のࠕまࡈ

ころまつりࠖの㸰つの行がࡏࢃ࠶て㛤ദさࢀるということで、ࡦࡐ᪥୍᪥お楽しみい

ただきたいとᛮいます。 

 また、ྛ┴Ẹὶ広場でㄢ㢟や悩みが࠶るとᛮいますので、このア࣡ーࢻでできるだけ

広場㛫でὶしていただいてሗやሗඹ᭷を行い、࣡ࢺࢵࢿーࢡを⠏いていただけ

 。とᛮいますので、よろしくお願いしますࡤࢀ

᭱ᚋになりましたが、ࢀࡒࢀࡑの広場がますますⓎᒎして活動さࢀることをお♳りしま

して࠶ࡈいさつとさࡏていただきます。 

〔野崎委員長：あいさつ〕 

どうも皆さん、こんにࡕは。 

 ᪥はᮅから、ᬕࢀなのかっているのかよくࢃからないような、かしいణ㤿のおኳ

Ẽです。 

᪥は、ࡈ⤂の࠶りました審査員でࢀࡒࢀࡑブースをᅇりたいとᛮいます。 

┴Ẹὶ広場ᴗというのは、ࢀࡒࢀࡑのᆅᇦでアࢹアを出してྲྀり⤌んでいただく

ᴗですので、本当に多様なᴗがᒎ㛤さࢀております。 

 本᪥お㉺しのᆅ༊は、ࢀࡒࢀࡑのᆅᇦでホ౯をཷけて出てこらࢀたところࡤかりですの

で、団体がア࣡ーࢻで⾲ᙲをཷけることになっております。 

 のࢀࡒࢀࡑ、とつの㈹で㢧すのは㞴しいということでࡦの中で、ᆅᇦの多様な活動をࡑ 

≉ᚩにࡏࢃ࠶て５つの㈹をタけております。 

 なお、20 団体中５団体を選考することになって 

おりますが、決して優劣をつけるものではなくて、 

審査員にアピールをしていただいて印象に残った 

ところや印象が強かったところを選ぼうというこ 

とになっています。 

 審査員も本当に悩みながらやっているのですが、 

審査員がブースに行きましたら、皆さん精いっぱ 

いアピールしてください。私どもも多様な活動の 

広場に出会えるということで、楽しみにしておりますので、よろしくお願いします。 
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〔藤原部長：あいさつ〕 

みなさん、おはようࡊࡈいます。 

 ᪩ᮅから、また┴ୗྛᆅᇦから多くの皆様᪉に 

ᆅᇦ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥア࣡ーࢻにࡈཧ㞟いただきま 

して、࠶りがとうࡊࡈいます。 

┴Ẹὶ広場ᴗは、┴ୗで �0� のᆅ༊で㛤タ 

さࢀて活動がᒎ㛤さࢀており、様ࠎなᆅᇦㄢ㢟、 

様ࠎなศ㔝で活動が広がっているというㄆ㆑をい 

たしております。 

 ෆのとおり、┴Ẹὶ広場は┴Ẹἲே⛯のࡈ

㉸㐣ㄢ⛯を活⏝しまして、ᩚഛ㈝と活動㈝のຓᡂをさࡏていただいております。ᴗ࣭ἲ

ேのみなさんのࡈ༠ຊのୖでᡂり❧っているᴗですので、よろしくお願いさࡏていただ

きたいとᛮいます。 

 ᪥は５ᅇ┠のア࣡ーࢻということで、ణ㤿㛗ᑑの㒓で㛤ദさࡏていただいております

が、ྛ ┴Ẹᒁࡈとに㸰団体ࡎつ᥎⸀をいただいて、ィ 20 団体のみなさまにお㉺しいただい

ております。 

 ᪥のᵓᡂは、ᒸ⏣௦⾲からおヰが࠶りましたが、ブースࡈとにࢀࡒࢀࡑ団体の活動≧

ἣを㹎㹐してもらうࢥーࢼーと、広場ྠኈὶしてもらうおぢྜい会、ࡑして⾲ᙲという

ことで５つの㒊㛛㈹と㸯５のዡບ㈹をおΏしするということになっております。 

ࢱス࢙ࣇくࢃくࢃいきいき࣭ࠕて、ణ㤿┴Ẹᒁのࡏࢃ࠶とࢀࡑ  、ࠖణ㤿㛗ᑑの㒓のࠕまࡈ

ころまつりࠖの㸰つの行がࡏࢃ࠶て㛤ദさࢀるということで、ࡦࡐ᪥୍᪥お楽しみい

ただきたいとᛮいます。 

 また、ྛ┴Ẹὶ広場でㄢ㢟や悩みが࠶るとᛮいますので、このア࣡ーࢻでできるだけ

広場㛫でὶしていただいてሗやሗඹ᭷を行い、࣡ࢺࢵࢿーࢡを⠏いていただけ

 。とᛮいますので、よろしくお願いしますࡤࢀ

᭱ᚋになりましたが、ࢀࡒࢀࡑの広場がますますⓎᒎして活動さࢀることをお♳りしま

して࠶ࡈいさつとさࡏていただきます。 

〔野崎委員長：あいさつ〕 

どうも皆さん、こんにࡕは。 

 ᪥はᮅから、ᬕࢀなのかっているのかよくࢃからないような、かしいణ㤿のおኳ
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┴Ẹὶ広場ᴗというのは、ࢀࡒࢀࡑのᆅᇦでアࢹアを出してྲྀり⤌んでいただく
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 本᪥お㉺しのᆅ༊は、ࢀࡒࢀࡑのᆅᇦでホ౯をཷけて出てこらࢀたところࡤかりですの

で、団体がア࣡ーࢻで⾲ᙲをཷけることになっております。 

 のࢀࡒࢀࡑ、とつの㈹で㢧すのは㞴しいということでࡦの中で、ᆅᇦの多様な活動をࡑ 

≉ᚩにࡏࢃ࠶て５つの㈹をタけております。 

 なお、20 団体中５団体を選考することになって 

おりますが、決して優劣をつけるものではなくて、 

審査員にアピールをしていただいて印象に残った 

ところや印象が強かったところを選ぼうというこ 

とになっています。 

 審査員も本当に悩みながらやっているのですが、 

審査員がブースに行きましたら、皆さん精いっぱ 

いアピールしてください。私どもも多様な活動の 

広場に出会えるということで、楽しみにしておりますので、よろしくお願いします。 
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◇お見合い会の進め方 

広場の⌧≧、特ᛶ➼を⇍▱したࢻバࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࣜࢨの࣓ࣥバ࣮がࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ

࣮になり㸴、㸵団体の広場ྠኈがおいの࣮ࣈスを見Ꮫし、άືをㄝ᫂し合う。 

◇グループ分け 

◇コーディネーター 

㸿ࣉ࣮ࣝࢢ㸸�㈈�兵庫Ἴの᳃༠会Ἴの᳃◊✲ᡤᑓ㛛◊✲員 ᶓᒣ ᐅ⮴ Ặ 

㹀ࣉ࣮ࣝࢢ㸸�特�ࢬ࣮ࢩ加ྂᕝົᒁ㛗  ᯽ᮌ Ⓩ㉳ Ặ 

㹁ࣉ࣮ࣝࢢ㸸྿ᮾふれあいのまちづくり༠㆟会ጤ員㛗  ᆏ本 ὠ␃代 Ặ 

〔坂本氏：講評〕 

こんにちは。今日は᪩くにᐙをฟてきましたので、⑂れがฟているかと思ったのですが、

すごくᴦしく、さわやかなẼ持ちでここに❧たせていただいています。私は講評というこ

とですが、㹁ࣉ࣮ࣝࢢをᅇらせていただいて、いくつかのࢻ࣮࣮࣡࢟がありました。 

まず、住み続けたいまちづくりというのをఱⅬかฟされていました。ここに᮶られてい

る人たちっていなと思うことがいくつかありました。 

ずっと人ཱྀがῶᑡしているῐ㊰のなかで、人ཱྀがᶓばいを⥔持している地༊があり、そ

の⛎ジを聞くと、みんなでᴦしくスࢶ࣮࣏しているんですと。Ꮚどもをばぶも᮶るし、

おじいちゃん、おばあちゃんも┿をりにやってくる。なるど。うまいなあと思いま

した。 

また、もう一つは、᮶年きっとࣅࣞࢸにすごくฟているだろうと思われるጲ㊰です。ど

１－２ 県民交流広場お見合い会 １３：４５～１５：００ 

Ａグループ：神戸市東灘区本庄地区、芦屋市浜風地区、宝塚市末成地区、小野市大部地区、 

神河町寺前地区、宍粟市波賀地域、丹波市中央地区 

Ｂグループ：三田市小野地区、明石市人丸地区、西脇市重春・野村地区、上郡町上郡校区、豊岡

市西気地区、養父市建屋地区 

Ｃグループ：神戸市須磨区菅の台地区、西宮市鳴尾東地区、加古川市米田地区、 

姫路市御国野地区、篠山市福住地区、洲本市大野地区、南あわじ市広田地区 

のバスの後ろにも、「黒田官兵衛」と書いてありますけども、そういう町の方に熱い思いを

聞きました。 

その次は、「八重の桜」の前の「平清盛」の須磨に行ったのですが、そこも一生懸命、本

当にすばらしいまちづくりだなあと思いました。高齢化を迎えていても、みんなで仲良く

年をとってもできることをすることといわれたんですね。年をとったからしてもらうので

はなく、私も、私たちにもまだまだやることがあるというまちづくりをお話しいただいて、

本当にすばらしいと思いました。 

もう一つは、これはお見合い会が終わってからお聞きしたのですが、西宮のある方が、

「私たちは地域で一生懸命がんばっているけれども、もっとがんばらないといけないよね。

兵庫県からたくさん応援をしていただいて県民交流広場をこういうふうにさせていただい

て、まだまだ代表や役員だという自覚を持ってがんばらなあかんね。」とおっしゃっていま

した。これだけがんばってらっしゃる地域団体がまだがんばらないといけないねというの

は頭が下がります。本当に、今日は本当にすばらしい地域団体さんが参加をされてると思

いました。 

 それと、特産品について、私はたくさん買っ 

てしまったのですが、高校生に本当に恥ずかし 

そうに「これ買ってください、いいものです。」 

といわれると「はい、全部ください。」と言いそ 

うになるくらいうれしかったです。また、とっ 

てもすてきなおじさん、おばさまたちが、すばら 

しい笑顔で自分の町の特産品を売り込んでおら 

れたのも本当にすばらしく、兵庫県というとこ 

ろは、どんなものもあって、ないものはない。 

おいしいものがあって、美しい景色があって、そして人間がこんなに笑顔で温かくて、こ

んなすばらしい県に生まれてよかったなと思うし、またこれからもこの県に住み続けたい

なと思えた一日でした。 

 講評になるかといわれたらならないかもしれませんが、皆さんとともに兵庫県に生まれ

てよかった、これからもこの町に、この兵庫県に住み続けたいと思えた一日だったと思い

ます。 

ありがとうございました。 
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◇お見合い会の進め方 

広場の⌧≧、特ᛶ➼を⇍▱したࢻバࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࣜࢨの࣓ࣥバ࣮がࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ

࣮になり㸴、㸵団体の広場ྠኈがおいの࣮ࣈスを見Ꮫし、άືをㄝ᫂し合う。 

◇グループ分け 

◇コーディネーター 

㸿ࣉ࣮ࣝࢢ㸸�㈈�兵庫Ἴの᳃༠会Ἴの᳃◊✲ᡤᑓ㛛◊✲員 ᶓᒣ ᐅ⮴ Ặ 
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〔坂本氏：講評〕 

こんにちは。今日は᪩くにᐙをฟてきましたので、⑂れがฟているかと思ったのですが、

すごくᴦしく、さわやかなẼ持ちでここに❧たせていただいています。私は講評というこ

とですが、㹁ࣉ࣮ࣝࢢをᅇらせていただいて、いくつかのࢻ࣮࣮࣡࢟がありました。 

まず、住み続けたいまちづくりというのをఱⅬかฟされていました。ここに᮶られてい

る人たちっていなと思うことがいくつかありました。 

ずっと人ཱྀがῶᑡしているῐ㊰のなかで、人ཱྀがᶓばいを⥔持している地༊があり、そ

の⛎ジを聞くと、みんなでᴦしくスࢶ࣮࣏しているんですと。Ꮚどもをばぶも᮶るし、

おじいちゃん、おばあちゃんも┿をりにやってくる。なるど。うまいなあと思いま

した。 

また、もう一つは、᮶年きっとࣅࣞࢸにすごくฟているだろうと思われるጲ㊰です。ど

１－２ 県民交流広場お見合い会 １３：４５～１５：００ 

Ａグループ：神戸市東灘区本庄地区、芦屋市浜風地区、宝塚市末成地区、小野市大部地区、 

神河町寺前地区、宍粟市波賀地域、丹波市中央地区 

Ｂグループ：三田市小野地区、明石市人丸地区、西脇市重春・野村地区、上郡町上郡校区、豊岡

市西気地区、養父市建屋地区 

Ｃグループ：神戸市須磨区菅の台地区、西宮市鳴尾東地区、加古川市米田地区、 

姫路市御国野地区、篠山市福住地区、洲本市大野地区、南あわじ市広田地区 

のバスの後ろにも、「黒田官兵衛」と書いてありますけども、そういう町の方に熱い思いを

聞きました。 

その次は、「八重の桜」の前の「平清盛」の須磨に行ったのですが、そこも一生懸命、本

当にすばらしいまちづくりだなあと思いました。高齢化を迎えていても、みんなで仲良く

年をとってもできることをすることといわれたんですね。年をとったからしてもらうので

はなく、私も、私たちにもまだまだやることがあるというまちづくりをお話しいただいて、

本当にすばらしいと思いました。 

もう一つは、これはお見合い会が終わってからお聞きしたのですが、西宮のある方が、

「私たちは地域で一生懸命がんばっているけれども、もっとがんばらないといけないよね。

兵庫県からたくさん応援をしていただいて県民交流広場をこういうふうにさせていただい

て、まだまだ代表や役員だという自覚を持ってがんばらなあかんね。」とおっしゃっていま

した。これだけがんばってらっしゃる地域団体がまだがんばらないといけないねというの

は頭が下がります。本当に、今日は本当にすばらしい地域団体さんが参加をされてると思

いました。 

 それと、特産品について、私はたくさん買っ 

てしまったのですが、高校生に本当に恥ずかし 

そうに「これ買ってください、いいものです。」 

といわれると「はい、全部ください。」と言いそ 

うになるくらいうれしかったです。また、とっ 

てもすてきなおじさん、おばさまたちが、すばら 

しい笑顔で自分の町の特産品を売り込んでおら 

れたのも本当にすばらしく、兵庫県というとこ 

ろは、どんなものもあって、ないものはない。 

おいしいものがあって、美しい景色があって、そして人間がこんなに笑顔で温かくて、こ

んなすばらしい県に生まれてよかったなと思うし、またこれからもこの県に住み続けたい

なと思えた一日でした。 

 講評になるかといわれたらならないかもしれませんが、皆さんとともに兵庫県に生まれ

てよかった、これからもこの町に、この兵庫県に住み続けたいと思えた一日だったと思い

ます。 

ありがとうございました。 
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ࠝ㔠⃝▱：࠶いࠞࡘࡉ 

皆さん、こんにちは。ご⤂いただきました▱事の㔠⃝です。今日はᡞ▱事が᮶ら

れないため、大ᙺをົめさせていただきます。今日は、地域࣑ࢥュニ࣭ࢸア࣡ー２ࢻ㸮

１㸱ということで、┴ୗྛ地から㑅りすぐりの┴民交流広ሙのみなさんに、このణ㤿㛗ᑑ

の㒓においでいただきまして本当にありがとうございました。

日㡭からそれࡒれの地域で、様ࠎな広ሙを展㛤されておられます皆様に本当にᚰからᩗ

意を⾲し、ឤㅰ⏦し上げます。

それから、今日ここに᮶られていない┴民

交流広ሙにもいろいろな活動がございます。

┴ୗでは 709 の┴民交流広ሙがタけられてい 
ます。もちろん、これは┴のᨻ⟇としてそう

いうሙ࡙くりに取り組んできたわけですけれ

ども、┴が⾜ᨻの立ሙでできることは、そう

いったሙ࡙くりのおᡭఏいをすること。実㝿

にそこでఱをしていただくか、どういう活動

をしていただくかということは、それࡒれの

地域に住んでおられる方ࠎにお௵せせざるをᚓない。ですから、709 それࡒれの┴民交流

広ሙで⾜われている活動、今日はఱかᡤかいろいろおヰをఛわせていただきましたが、本

当に多ᒱにわたっていろいろな多ᙬな活動が⾜われています。

もちろんそれࡒれの構成も様ࠎですし、ᢪえているၥ㢟も様ࠎですから活動も様ࠎなの

は当↛だと思います。

今日は、ア࣡ーࢻの⾲ᙲᘧということで、よくやっていただいたところを⾲ᙲするよう

なᙧにならざるをᚓないのですが、審査員の方は毎回大変なⱞປをされていますが、実は

ඃຎなんかつけられるはずは全くありません。それࡒれの活動、それࡒれの地域に᰿ざし

た個性ある活動ですので、それをఱかᡤかᘬっᙇり上げてよくできましたねといえるもの

ではありません。あえてそういうことができるとすれば、いろいろな活動のࣂリ࢚ーシࣙ

ンがありますので、その特Ⰽの୰で、特にこういうところが個性的だというところがある

活動について、その個性的なところをᘬっᙇりฟして㈹のᑐ象にするというようなことに

とどまるのではないかと思います。

本当に┴民交流広ሙのそれࡒれの地域の活動は多ᙬであるというところがいいのではな

いかと思います。⌧ᅾ、それࡒれの地域がᑡ子化、㧗㱋化で、日本全体の⤒῭活動が᭤が

りゅにさしかかっています。それࡒれの地域の⤒῭や㞠⏝をこれからỌ続的にさせていく

のかということを⪃えると、本当に大変なㄢ㢟に┤㠃していると思います。ただ、なによ

り大事なことは、そこに住んでいらっしゃる人たちが、そこに住んでいてᖾせ、良かった、

うれしい、住み続けたいというࡩうに思うかどうかというのが➨一Ṍではないかと思いま

す。今住んでいらっしゃる皆さんがそう思える地域であれば、そうしたẼᣢちは子どもた

ちに必ずఏわっていく。子どもたちにఏわっていけば、そのḟの子どもたちが地域にᑐす

る⇕い思いをᣢち、地域のእにฟたとしてもそういう⇕い思いをᣢち続けたままᬽらして

㸯㸫㸱 ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㈹⾲ᙲᘧ 㸯㸳：㸲㸳㹼 いくことになります。

実は、ඛ日、この㇏ᒸで地域ክ議というのがありまして、そのときにణ㤿の子どもた

ち、㧗ᰯ生にいろんな発⾲をしてもらいました。そのときឤじたのは、ణ㤿の子どもたち

はణ㤿が大ዲきで、できれば⫋ሙがあればణ㤿の୰でᬽらし続けたいという人たちが、非

常に多かった。とんどの子どもたちができればこのణ㤿に住み続けられるような⫋ሙ࡙

くりをしてしい、そんなẼᣢちでㄒっておられました。そういうẼᣢちで子どもたちが

⫱つのであれば、いろんなၥ㢟はあるかもしれないけども、これからもణ㤿をឡする人た

ちにᨭえられて、しっかりと㐨を切り㛤いていくだろうと思います。

おそらく、今日お集まりの┴民交流広ሙの皆様のそれࡒれの地域も、そうした⇕いẼᣢ

ちが子どもたちにఏわっていくような活動をされていると思いますし、それがᒆけば地域

を発展させていくことができるのではないかと思います。

皆さん方のこれまでの活動にᚰからᩗ意を⾲し、また、それがこれからもᮎỌくཷけ継

がれることをᚰから♳ᛕいたしまして私からのᣵᣜとさせていただきます。

どうもありがとうございました。

ࠝ㔝ᓮጤဨ㛗：ㅮホࠞ 

皆さん、お⑂れ様でした。審査の㐣⛬で⚊がれたりしまして、⤖構審査は大変でした。 

 いつもゝっているのですが、⥲合点では �� 団体みなさんཬ➨点で、では、なぜこのよう

な㈹を作ったかというといろんな取り組みがあり、いろんなアイデアがฟてきますので、

皆さんの今後の参⪃になればいいなというようなアイデアが見えたところを取り上げさせ

ていただいたということです。 

 今日は、いろんな団体を回らせていただいて、 

いくつかおもしろいなと思ったところを取り上

げてㅮホとさせていただきたいと思います。 

一つは、地域資源の活⏝なんですけども、こ

れは㒔では㞴しいかもしれないですが、地方

に⾜きますと本当に⮬៏が一ᮼで、‶ちあࡩれ

ていたと思います。 

 特にጲ㊰は、᮶ᖺ㯮⏣ᐁර⾨がくるというこ

とで、非常にຊがධっていたのが印象的でした。

これはぜひがんばっていただきたいと思います。 

 それから、アイデアの㒊㛛では、ዪ性ᩆኈの⫱成です。༢なるᩆኈではなくて、ᩆ

ኈというのは⬚をᢲさえることもあるので、ዪ性はዪ性にやってもらう方がいいですよ

ね。⏨性のᩆኈばかりそろえても方がないということで、ዪ性ᩆኈをやろうという

ことで、なるどと思いました。 

 それからᒃ㓇ᒇをやろうというのがあります。⤖構、こういう交流広ሙをやると⏨性が

なかなか᮶にくい。うまくできればᒃ㓇ᒇというのはありだと思います。実㝿におヰを⪺

くと、⏨性ばかり᮶ているのではなくて、ᐙ᪘࡙れで᮶て、子どもは子どもでᴦしめるよ

うな組みをしてᒃ㓇ᒇを⤒営されています。 

あとは、いろいろ運営していく上での意見集⣙について、全ᡞアンࢣートをఱᗘもやっ
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ࠝ㔠⃝▱：࠶いࠞࡘࡉ 

皆さん、こんにちは。ご⤂いただきました▱事の㔠⃝です。今日はᡞ▱事が᮶ら

れないため、大ᙺをົめさせていただきます。今日は、地域࣑ࢥュニ࣭ࢸア࣡ー２ࢻ㸮

１㸱ということで、┴ୗྛ地から㑅りすぐりの┴民交流広ሙのみなさんに、このణ㤿㛗ᑑ

の㒓においでいただきまして本当にありがとうございました。

日㡭からそれࡒれの地域で、様ࠎな広ሙを展㛤されておられます皆様に本当にᚰからᩗ

意を⾲し、ឤㅰ⏦し上げます。

それから、今日ここに᮶られていない┴民

交流広ሙにもいろいろな活動がございます。

┴ୗでは 709 の┴民交流広ሙがタけられてい 
ます。もちろん、これは┴のᨻ⟇としてそう

いうሙ࡙くりに取り組んできたわけですけれ

ども、┴が⾜ᨻの立ሙでできることは、そう

いったሙ࡙くりのおᡭఏいをすること。実㝿

にそこでఱをしていただくか、どういう活動

をしていただくかということは、それࡒれの

地域に住んでおられる方ࠎにお௵せせざるをᚓない。ですから、709 それࡒれの┴民交流

広ሙで⾜われている活動、今日はఱかᡤかいろいろおヰをఛわせていただきましたが、本

当に多ᒱにわたっていろいろな多ᙬな活動が⾜われています。
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は当↛だと思います。
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いかと思います。⌧ᅾ、それࡒれの地域がᑡ子化、㧗㱋化で、日本全体の⤒῭活動が᭤が
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ちに必ずఏわっていく。子どもたちにఏわっていけば、そのḟの子どもたちが地域にᑐす
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いくつかおもしろいなと思ったところを取り上

げてㅮホとさせていただきたいと思います。 

一つは、地域資源の活⏝なんですけども、こ

れは㒔では㞴しいかもしれないですが、地方

に⾜きますと本当に⮬៏が一ᮼで、‶ちあࡩれ
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 それから、アイデアの㒊㛛では、ዪ性ᩆኈの⫱成です。༢なるᩆኈではなくて、ᩆ

ኈというのは⬚をᢲさえることもあるので、ዪ性はዪ性にやってもらう方がいいですよ

ね。⏨性のᩆኈばかりそろえても方がないということで、ዪ性ᩆኈをやろうという

ことで、なるどと思いました。 

 それからᒃ㓇ᒇをやろうというのがあります。⤖構、こういう交流広ሙをやると⏨性が

なかなか᮶にくい。うまくできればᒃ㓇ᒇというのはありだと思います。実㝿におヰを⪺

くと、⏨性ばかり᮶ているのではなくて、ᐙ᪘࡙れで᮶て、子どもは子どもでᴦしめるよ

うな組みをしてᒃ㓇ᒇを⤒営されています。 

あとは、いろいろ運営していく上での意見集⣙について、全ᡞアンࢣートをఱᗘもやっ
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ておられる団体がありました。それからどんな活動をしたいか地域全体から提案募集をし

て、それをみんなで検討して実施している団体もありました。地域の声をどうくみ上げて

活動に活かしていくのかというところも大事な取り組みかと思います。 

 あと、特産品が今回すごく目立っていましたね。瓢箪、ブルーベリー、栃餅、こんにゃ

くなど。審査員が審査している間に商品が売り切れて買えなかった審査員もいました。私

もブルーベリーを１個最後に買えましたが。 

 それから、もう一点は人材おこしですね。２つの地域でＩＴの達人が関わっておられて、

ニュースやチラシをその方がすべて作成されていましたが、そういった達人をうまく地域

から拾い上げていくと活動が広がるといえるかもしれませんね。 

 あとは、参加だとか地域の人たちの巻き込みなんですが、町の文化祭や親子イベントを

やって、おじいちゃんの写真を撮るとかですね。ある地域では、やる方も大変なんでしょ

うが、うまく分担をしながら毎月欠かさずイベントをやっている地域がありました。 

そんなところが今回は印象に残りました。 

 また、今回初めてしたお見合いを見てましてもこれまでのグループ討議より皆さん意見

交換ができていましたので、非常に良かったと思います。ぜひ、お見合いからお付き合い

へ発展していけばうれしいと思います。いろんな特産品もできたりしていますけれども、

そういった交流が地域の産業を生むというか、大きく稼ぐ必要はないですが、地域の人た

ちの小遣いになるくらいの小さな産業になればと思います。 

皆さん、たくさんの小さな工夫をされていますが、それをぜひ皆さんの間で分かち合っ

て盛り上げていただければと思います。 

今日は、いろんな工夫をいただきましたので、本当にうれしかったです。 

どうもありがとうございました。 

《選考基準》 

① いきいき広場部門：地域性（地域の個性、地域資源を生かした取組が顕著である。）

② なるほど広場部門：独創性（ユニークなアイデアや独創的な取組が顕著である。）

③ みんなで広場部門：多様性（多くの住民や団体等を巻き込んだ取組、効果的な情報

発信、地域を越えた連携が顕著である。） 

④ すくすく広場部門：継続性（新たなリーダーの養成や安定的な財源確保の工夫など

の取組が顕著である。）

⑤ しっかり広場部門：組織運営の堅実性（民主的な意思決定機構や幅広い住民の意見

聴取など組織運営上の取組が顕著である。）

１－４ 地域コミュニティ・アワード２０１３のパンフレット等 
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９ 西Ꮵ市ବ∝野村（しↁは↺∝の↯ら）地区 
ବ∝野村地区交流推進委員会 

重春・野村地区は西Ꮵ市内で最大の地区Ტ世࠘

数 �,800 ˷Უであり、ɲ地区の住民が「親კと協

働」がЈ来るように、Ⴇ៉りやᜂ事業を通じて地

域の交流と活ࣱ化をଓとした活動を行っていま

す。また当地域は、自然や歴史の豊かなところで

あり、ഏ世代の子供たちにも地域の良さを伝える

よう広報にも力をλれています。 

ᑶいっƺい運動、あいさつ運動、青少年健全育成、

イベントを通じた住民の交流・ふれあいの推進などの

活動を通じて、「住みよい、住んで良かった、誇りに

思えるまちおおǂ」の実現を目指しています。 

おおǂ地区のٰまつり「おおǂのシȧー」では、ス

テージЈ演者数の増加などにより、参加者も増えて、

にぎやかになり、更なる活ࣱ化を図ることができまし

た。 

１ 神ৎ市ி区本࠽（↪⇂じ↶う）地区 
 本࠽ふ↻あⅳのまちづくり協議会 

本࠽地区は地域の結ள力により、᧵神・淡路
大ᩗからいちଔくࣄᐻできた地域として、全
国的にもᚸ̖されました。ᩗ体験のዒ১事業
のほか、子どもᒧ道・ᓙ道教室・子育て支援活
動・育・異世代交流活動などに取り組んでお
り、地域をਫげて子供達を見守り育てていくこ
とを心がけています。 

２ 神ৎ市᪰ᄶ区ᓌのӨ（すがのⅳ）地区 
ᓌのӨふ↻あⅳのまちづくり協議会 

ᓌのӨ地区はଯ和Ჯ０年にλއがڼまり、既に

３Ჲ年が過ぎ、須ᄶ区内でも高齢化ྙが高い方に

ˮ置づけられています。ᳺふれあいᓔ園活動で

は、野ᓔの植え˄け、育成、収穫、ᛦྸ、事

といった活動を、幅広い年代の人達によって行う

ことにより世代間交流を図っています。 

４ ᑱ屋市ා（はまか↋）地区 
ා地区ᨼ会ᢃփ協議会 

ා地区はᑱ屋市Ҥᢿにˮ置する �0 年代に

ૼᙹ؈立された᧑᩺な住ܡ地で、少子高齢化が

進ǉ中で、もう一ࡇ住民自らがૼしい「まちづ

くり・コミュニティづくり」のϐನሰを࣏要と

しており、その中で、住民の健康増進、自主᧸

ཛ・᧸、ૼたな交流機会の創ᡯを中心に活動

しています。 

 市（すえ↙り）地区شܰ ５
ܖݱ校地域まちづくり協議会 

 本会は、健康で心がふれあい、心豊かに安心し
て暮らせるまちを目指し、住民の親კと健康増
進を図る運動会やふれあいまつり、子育て支援
の子育てサȭン、青少年の健全育成のؕᄽ学力
習ࢽ支援「ݢ子屋」、高齢者の心៲の健康増進
のふれあいտᒧなどٶくの活動に取り組んでい
ます。 

６ ɤ田市ݱ野（おの）地区 
 校区ふ↺ↄ↗づくり協議会ܖݱ野ݱ

小野ʊ原地区は、ɤ田市の北ிᢿにˮ置し、ԗ

りを山にまれた田園地࠘で、Ɲᚻജにも「小野

の」とജわれている歴史ある地区です。 

少子高齢化と過疎化が最近の傾向であるなか、

交流と地域コミュニティが活発になる活動として

ふれあいȓアガーȇン、ふれあいއᣒ屋、公民館

祭りなどを開催しています。 

７ ଢჽ市ʴɺ（ひ↗ま↺）地区 
ʴɺまちづくり推進会 

人ɺまちづくり推進会では、「みんなでつく

り・みんなで支え合う・Ǫープンな地域づくり」

を取組指ᤆとし、�� 事業を展開しています。 

また、まちおこし「まろちゃん」
人ɺまちづ

くり推進会ǪリジȊルƝ当地キャラクǿー�を

活用した様々な活動を行っています。 

８ ьӞ߷市田町（↷↜ち↶う）地区 
田会ᢃփ協議会 

米田会館運営協議会では、安全で安心して住

める明るいまちづくり᧸ཛ活動を中心に実施し

ています。また、「住んでよかったまちづくり」

を目指して、ふれあいႧ៉り・町民文化祭・町

民運動会の開催、ᆖわらኬ工やႊ人一ᬍなどଥ

あそƼの実施を通じて世代間・住民間の交流・

連携を図っていきます。 

ᆅᇦࢸࢽ࣑ࣗࢥ㺃ࢻ࣮࣡㸰㸮㸯㸱 ฟᒎᗈሙ୍ぴ 

当協議会では子どもも大人もಏしめるイベン

ト中心に各種行事を実施することで、ૼ住民で

あるᒉ年ޖがᆢಊ的に地域に๋けᡂみ、活発な

地域コミュニティが࢟成されるよう活動を行っ

ています。地域т団、映画会、カラǪケ広場、

ダンスなど幅広く世代間の交流イベントを開催

しています。 

３ 西ܷ市ᯚރி（↙↺おひがし）地区 
ᯚރி⇙∅∋⇱⇬⇉協議会 

 野市大ᢿ（おお↨）地区ݱ １０
大ᢿ地区地域づくり協議会 

連絡先：078-412-8470 
連絡先：078-791-2888 

連絡先：0798-48-9750 
�すᐑᕷୖ⏣බᇽ� 

連絡先：0797-38-0960 

�㢼㞟ᡤ� 

連絡先：0797-71-4768 連絡先：079-566-0001

連絡先：078-913-9915 連絡先：079-432-3488 

連絡先：0795-38-8061 

連絡先：0794-63-6100 

─  33  ─



建屋地区には兵庫１００山の須留ヶ峰と、国指

定天然記念物の「建屋のヒダリマキガヤ」があり、

その場所は京都府第３代知事として琵琶湖疏水を

完成させた「北垣国道」の生家跡でもあります。 

健康長寿を目指し生涯スポーツとして、３Ｂ体操

教室とグランドゴルフを毎週行い、文化活動も絵

手紙教室、ちぎり絵教室、フルート教室など１０

の講座を毎月行っています。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

上郡地区は、明治の頃より上郡町の中心地で、

交通の要所でしたが、現在では当時の賑わいはあ

りません。そこで、かつて賑わっていた中心市街

地の菊森家を借用改装して交流の場を創設し、世

代を越えて会話が絶えない、お互いを見守りあえ

るコミュニティづくりを目指して、「いつも青

春・大人塾」や「命のバトン」などの活動を行っ

ています。 

当地区では既に県民交流広場事業の補助期間

が終了しているため、拠点施設「ふれあいの館」

のある谷自治会有志により結成している『谷村

おこしの会』が運営主体となって、引き続き事

業を実施しています。 

ブルーベリーを使用したシフォンケーキの販

売、カブト虫の養殖、炭焼き体験など様々な活

動を行っています。 

１１ 姫路市御国野（みくにの）地区 
御国野地域推進委員会 

「住んで良かったまちづくり」を合い言葉に、地域住

民全員の参画意識・協働意識を高めるための活動を実施

しています。県民交流広場事業で整備した「みくにの広

場」のホームページをフルに活用して、各種団体の活動

状況を広く町内外に情報発信しています。『軍師官兵衛』

放映を住民全員参画によるまちおこしの絶好の機会と

捉え、黒田官兵衛や御国野地域の歴史・史跡に関する講

演会、研修会、歴史ウォーク、みくにの官兵衛そば祭、

ボランティアガイドによる史跡案内など、さまざまな

『おもてなし事業』に取り組んでいます。 

１２ 神河町寺前（てらまえ）地区 
寺前県民交流広場事業推進委員会 

小学生や高齢者を対象にしたひょうたん加工

教室の開催によって地域住民同士の世代間交流

の場ができています。また、瓢箪の栽培と加工を

通して、地域の人たちとふれあい、植物の生育を

観察し、様々なイベントに縁起物の瓢箪を提供す

ることにより、地域に元気を発信しています。収

穫祭にもお年寄りから子どもまで幅広く参加す

るようになっています。 

１７ 篠山市福住（ふくすみ）地区 
福住地区まちづくり協議会 

篠山と京都を結ぶ街道沿いにあった福住地区

は、江戸時代には宿場町として発展しました。歴

史ある地域資源を活用しながら、「住んでよかっ

た」、「住んでみたい」と思える将来にわたって

誇れるまちづくりに向けて、「こころ豊かに、安

心して暮らせるまち」づくり活動を推進していま

す。 

１８ 丹波市中央(ちゅうおう)地区 
中央地区自治振興会 

学校や個人・団体、行政や企業とも連携し繋がりなが

ら、「地域は家族」をキャッチフレーズに「安心安全

で笑顔があふれ将来も住み続けたいまち」をめざして

います。 

地域づくりにおいては持続可能であることが最重要で

あると考えており住民主導で進めています。 

歴史ある愛宕祭を守り伝える一方で、ゴスペルコンサ

ートや朝勉の会、軽トラ市、ふれあい田ねんなど特徴

ある事業を展開しています。 

１５ 豊岡市西気（にしき）地区 
西気地区区長会 

西気地区は、アウトドアスポーツのメッカである

神鍋高原にあり四季を通した観光地ですが、少子高

齢化、過疎化が進んでいるため、異世代交流事業や

子育て・高齢者支援のほか、サークル活動への支援

を行っています。また、観光協会等と連携し、和太

鼓グループの立ち上げ、神鍋山野草カレンダーの製

作など地域の魅力を内外に発信する活動などにも

取り組んでいます。 

１６ 養父市建屋（たきのや）地区 
建屋校区自治協議会 

１３ 宍粟市波賀（はが）地区 
谷村おこしの会 

１４ 上郡町上郡（かみごおり）地区 
上郡校区まちづくり推進委員会 

大野地区は、明治期の 3,500 人から現在

6,800 人迄増加し、高速道路 IC に近いことから

洲本市の玄関口となりつつあります。 

お米作りを中心としたわらじ文化とサラリー

マン現代文化の住民間交流、子供、親、お婆ちゃ

んお爺ちゃん達との世代間交流を行うほか、大野

の歴史を知り、伝え、残すことが重要と考えて取

り組んでいます。 

２０ 南あわじ市広田（ひろた）地区 
広田まちづくり協議会 

広田地域は淡路島の人口減少傾向のなかで、
人口が増加している数少ない地域の一つです。
本協議会で個々の団体の独自活動を一体的で連
携の取れた活動にして、全員参加の意識高揚を
図ることにより地域のよいところを更に伸ばし
て『いつまでも住み続けたいまち』の実現を目
指しています。 

活動拠点に子どもの環境学習教材の「太陽光
設置」とふれあいづくりに「広田梅林公園」を
地域資源として活用しています。 

１９ 洲本市大野（おおの）地区 
大野地区県民交流広場推進委員会 

連絡先：090-1443-1604 

連絡先：0795-82-9800 

連絡先：0796-45-1316 連絡先：079-666-0272

連絡先：0790-75-3336 連絡先：0791-52-0287 

連絡先：079-252-4420 

連絡先：0799-24-3602 

連絡先：0799-44-3008 

連絡先：0790-34-0001 

 

地域࡙ࡾࡃ活動、生ᾭᏛ⩦、地域文の⯆など、ࢀࡇま࡛の生活創造ࢭンター、文教府・文

会㤋等࡛のྲྀ⤌を࣋ースに、県民ᒁ༢࡛ࡶ広場ྠኈの交流をᅗࡾ、┦活動のࣀウࣁウやㄢ

㢟をඹ᭷ࡍる地域交流フェスタを㛤ദしましたࠋ 

 地域交流フェスタの実施内容ࡿࡅ࠾地域ྛ ی

地 

域 日時・場所
事業名

合同で実施した事業
実施内容 

 

県 

11 月 23 日（日） 

11:00～16:00 

県立但馬㛗ᑑの㒓 

地域コ࣡・ࢸࢽ࣑ࣗーࢻ 2013 
但馬͆ࡉるࡩ いࡁいࢃ・ࡁ

ࡃࢃࡃ フ͇ェスタ、但馬㛗ᑑ

の㒓➨ 11 ᅇまࢁࡇࡈまࡾࡘ 

県民交流広場のパネル展示・ステージ

発表、広場࠾ぢྜい会、特産品等ＰＲ 

⚄ 

ᡞ 

10 月 29 日（ⅆ） 

 13:00～15:30 

県立⚄ᡞ⏕ά㐀ࢭン

ター 

⚄ᡞ地域県Ẹ交流フェスタ 

県民交流広場フ࢛ࣟーッ

プᴗ「ࢼ࣑ࢭー㸤ႚⲔ࡛交

流ࡍる県民交流広場の㞟い」 

࣑ࣗࢥてࡌを㏻「ႚⲔ」「ーࢼ࣑ࢭ」

ップル࢟ティの活ᛶ、活動のスࢽ

をはかるࠋ 

㜰 

⚄ 

༡ 

11 月 21 日（ᮌ） 

13:30～15:30 

ーࣝ㺃࣍ࢡࢵ࢝ࣝ

  ࢽ࣑

県Ẹ交流ᗈ場地域交流フェスタ 

㜰⚄༡県民交流会 

㜰⚄༡㟷ᑡ年⫱ᡂ㺪㺉㺎㺵㺯 
県民交流広場のパネル展示、ࢽ࣑ࣗࢥ

ティ活動をテー࣐した講演 ほか 

㜰 

⚄ 

 

11月23日�土�・2�日（日） 

 10：00～17:00 

 ーࣝ࣍ࡳた࠸

㜰⚄地域交流フェスタ 
㜰⚄オータムۼっࡽࡁ
フェスタ 
地域ぢᮏᕷ 

県民交流広場のパネルによる活動⤂

 

ᮾ 

播 

磨 

7 月 22 日（月） 

～ 2�日（日） 

県立ᮾ播磨⏕ά㐀ࢭ

ンター 

ᮾ播磨地域交流フェスタ 

かࡴࡇ創造フェスタ 2013 県民交流広場のパネル展示、地域活動

団体によるステージ発表ほか 

 

播 

磨 

11月16日（土） 

 13:00～16:30 

ຍ西ᕷᗣ⚟♴会館 

県Ẹ交流ࡤࢁࡦ会 はࡾま⤎プࣟジェクトᐙ

᪘の⤎シンポジウム、ࢁࡇࡇ

㇏かな⨾しい播磨をࡵざ

実㊶᥎㐍会、播磨地༊ࡍ

⮬会◊✲会 

県民交流広場の活動発表・パネル展

示・地元特産品の販売 

୰ 

播 

磨 

9月1�日（土） 

10:00～16:00 

⚟ᓮ⏫࣍ࢹ࢚ࣝーࣝ࿘

㎶ 

୰播磨地域άື交流࣓ࢭࢵ 
୰播磨地域子⫱てネットワ
ーク交流会 
なかはࡾま消費生活創造ま
 ࡾࡘ
ఏ⤫文࠶ࢀࡩいフェ 

県民交流広場のパネル展示（�� 地༊
活動⤂） 
ྛ地域団体の活動発表 

地域࡙ࡾࡃ講演会 など 

㸰 地域交流フェスタの実施ᴫせ 
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地域࡙ࡾࡃ活動、生ᾭᏛ⩦、地域文の⯆など、ࢀࡇま࡛の生活創造ࢭンター、文教府・文

会㤋等࡛のྲྀ⤌を࣋ースに、県民ᒁ༢࡛ࡶ広場ྠኈの交流をᅗࡾ、┦活動のࣀウࣁウやㄢ

㢟をඹ᭷ࡍる地域交流フェスタを㛤ദしましたࠋ 

 地域交流フェスタの実施内容ࡿࡅ࠾地域ྛ ی

地 

域 日時・場所
事業名

合同で実施した事業
実施内容 

 

県 

11 月 23 日（日） 

11:00～16:00 

県立但馬㛗ᑑの㒓 

地域コ࣡・ࢸࢽ࣑ࣗーࢻ 2013 
ࢃ・ࡁいࡁ但馬͆いࡉるࡩ

フェスタ、但馬㛗ᑑ͇ࡃࢃࡃ

の㒓➨ 11 ᅇまࢁࡇࡈまࡾࡘ 

県民交流広場のパネル展示・ステージ

発表、広場࠾ぢྜい会、特産品等ＰＲ 

⚄ 

ᡞ 

10 月 29 日（ⅆ） 

 13:00～15:30 

県立⚄ᡞ⏕ά㐀ࢭン

ター 

⚄ᡞ地域県Ẹ交流フェスタ 

県民交流広場フ࢛ࣟーッ

プᴗ「ࢼ࣑ࢭー㸤ႚⲔ࡛交

流ࡍる県民交流広場の㞟い」 

࣑ࣗࢥてࡌを㏻「ႚⲔ」「ーࢼ࣑ࢭ」

ップル࢟ティの活ᛶ、活動のスࢽ

をはかるࠋ 

㜰 

⚄ 

༡ 

11 月 21 日（ᮌ） 

13:30～15:30 

ーࣝ㺃࣍ࢡࢵ࢝ࣝ

  ࢽ࣑

県Ẹ交流ᗈ場地域交流フェスタ 

㜰⚄༡県民交流会 

㜰⚄༡㟷ᑡ年⫱ᡂ㺪㺉㺎㺵㺯 
県民交流広場のパネル展示、ࢽ࣑ࣗࢥ

ティ活動をテー࣐した講演 ほか 

㜰 

⚄ 

 

11月23日�土�・2�日（日） 

 10：00～17:00 

 ーࣝ࣍ࡳた࠸

㜰⚄地域交流フェスタ 
㜰⚄オータムۼっࡽࡁ
フェスタ 
地域ぢᮏᕷ 

県民交流広場のパネルによる活動⤂

 

ᮾ 

播 

磨 

7 月 22 日（月） 

～ 2�日（日） 

県立ᮾ播磨⏕ά㐀ࢭ

ンター 

ᮾ播磨地域交流フェスタ 

かࡴࡇ創造フェスタ 2013 県民交流広場のパネル展示、地域活動

団体によるステージ発表ほか 

 

播 

磨 

11月16日（土） 

 13:00～16:30 

ຍ西ᕷᗣ⚟♴会館 

県Ẹ交流ࡤࢁࡦ会 はࡾま⤎プࣟジェクトᐙ

᪘の⤎シンポジウム、ࢁࡇࡇ

㇏かな⨾しい播磨をࡵざ

実㊶᥎㐍会、播磨地༊ࡍ

⮬会◊✲会 

県民交流広場の活動発表・パネル展

示・地元特産品の販売 

୰ 

播 

磨 

9月1�日（土） 

10:00～16:00 

⚟ᓮ⏫࣍ࢹ࢚ࣝーࣝ࿘

㎶ 

୰播磨地域άື交流࣓ࢭࢵ 
୰播磨地域子⫱てネットワ
ーク交流会 
なかはࡾま消費生活創造ま
 ࡾࡘ
ఏ⤫文࠶ࢀࡩいフェ 

県民交流広場のパネル展示（�� 地༊
活動⤂） 
ྛ地域団体の活動発表 

地域࡙ࡾࡃ講演会 など 

㸰 地域交流フェスタの実施ᴫせ 
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地 

域 日時・場所
事業名

合同で実施した事業
実施内容 

西 

播 

磨 

10 月 27 日（日） 

10：00～16:00 
西播磨総合庁舎内コン
コース 

西播磨地域交流フェスタ 

西播磨オータムフェスタin

光都2013 

広場実施団体による活動内容、活動写

真等のパネル展示、パンフレットの配

布ほか 

但 

馬 

9 月 7 日（土） 

12:00～16:30 

県立但馬文教府 

但馬地域交流フェスタ 2013 但馬文教府創立 50 周年記念

シンポジウム、但馬生活創造

情報プラザ「みてやま交流

会」、はばタン消費者ネット

但馬「活動交流会」 

県民交流広場の活動発表、パネル展

示、但馬地域ネットワーク会議（講

演・パネルディスカッション）、特産

品ＰＲ・販売 

丹 

波 

10 月 27 日（日） 

 10:00～16:00 

丹波の森公苑 

丹波地域交流フェスタ 

丹波の森フェスティバル 
県民交流広場の活動展示、特産品を活

かした料理・農産物の販売、ステージ

発表 

淡 

路 

10 月 6 日（日） 

 10:00～15:00 

県立淡路文化会館 

淡路地域交流フェスタ 2013 

いざなぎの丘元気っ子フェ

スティバル 
県民交流広場のパネル展示、特産品の

販売など 

 
 

◆ 趣 旨 

県民交流広場実施団体が区域を超えた相互交流を行い、課題・成果について情報共有するこ

とで､地域間の連携を促進すると共に、活動内容の充実や、取り組み意欲を向上させることを目

的として実施。

◆ 内 容

セミナー及び講座により、コミュニティ活動のスキルアップを図ると共に、参加者間で

の交流を行った。

第１部「地域コミュニティの活性化について」 13：00～13:45 

地域コミュニティ活性化についての課題や改善方法を学ぶ 

講師：ＮＰＯ法人生涯学習サポート兵庫 理事長 山崎清治氏 

第２部「喫茶の魅力を高めるおいしい珈琲のいれかた講座」 14:00～15:30 

講師によるコーヒーのいれ方の指導・実習・交流等 

講師： ＵＣＣコーヒーアカデミー 村田さおり氏 塚本利成氏 

◆ 成 果 

多数の広場関係者の出席を得るなか、各広場間での盛んな交流が行われた。

また、実践型のセミナー・講座の実施により、学んだ内容を今後の広場活動に速やかに活用

することができた。

２－１ 神戸地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月 29 日(火) 13：00～15：30 
◆ 場 所 県立神戸生活創造センター（神戸市中央区） 
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地 

域 日時・場所
事業名

合同で実施した事業
実施内容 

西 

播 

磨 

10 月 27 日（日） 

10：00～16:00 
西播磨総合庁舎内コン
コース 

西播磨地域交流フェスタ 

西播磨オータムフェスタin

光都2013 

広場実施団体による活動内容、活動写

真等のパネル展示、パンフレットの配

布ほか 

但 

馬 

9 月 7 日（土） 

12:00～16:30 

県立但馬文教府 

但馬地域交流フェスタ 2013 但馬文教府創立 50 周年記念

シンポジウム、但馬生活創造

情報プラザ「みてやま交流

会」、はばタン消費者ネット

但馬「活動交流会」 

県民交流広場の活動発表、パネル展

示、但馬地域ネットワーク会議（講

演・パネルディスカッション）、特産

品ＰＲ・販売 

丹 

波 

10 月 27 日（日） 

 10:00～16:00 

丹波の森公苑 

丹波地域交流フェスタ 

丹波の森フェスティバル 
県民交流広場の活動展示、特産品を活

かした料理・農産物の販売、ステージ

発表 

淡 

路 

10 月 6 日（日） 

 10:00～15:00 

県立淡路文化会館 

淡路地域交流フェスタ 2013 

いざなぎの丘元気っ子フェ

スティバル 
県民交流広場のパネル展示、特産品の

販売など 

 
 

◆ 趣 旨 

県民交流広場実施団体が区域を超えた相互交流を行い、課題・成果について情報共有するこ

とで､地域間の連携を促進すると共に、活動内容の充実や、取り組み意欲を向上させることを目

的として実施。

◆ 内 容

セミナー及び講座により、コミュニティ活動のスキルアップを図ると共に、参加者間で

の交流を行った。

第１部「地域コミュニティの活性化について」 13：00～13:45 

地域コミュニティ活性化についての課題や改善方法を学ぶ 

講師：ＮＰＯ法人生涯学習サポート兵庫 理事長 山崎清治氏 

第２部「喫茶の魅力を高めるおいしい珈琲のいれかた講座」 14:00～15:30 

講師によるコーヒーのいれ方の指導・実習・交流等 

講師： ＵＣＣコーヒーアカデミー 村田さおり氏 塚本利成氏 

◆ 成 果 

多数の広場関係者の出席を得るなか、各広場間での盛んな交流が行われた。

また、実践型のセミナー・講座の実施により、学んだ内容を今後の広場活動に速やかに活用

することができた。

２－１ 神戸地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月 29 日(火) 13：00～15：30 
◆ 場 所 県立神戸生活創造センター（神戸市中央区） 
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◆ 趣 旨 

阪神南地域の県民交流広場をはじめ、参画と協働により地域づくり活動を実践している方々やグループ

等関係者が一堂に会して交流を図り、相互活動のノウハウや課題を共有する地域交流フェスタを開催し、

県民交流広場の今後の継続的な取組への意欲を高め、活動充実に向けた機運の醸成を図る。

◆ 内 容 

◇ さわやかステージ 

ゴスペルグループ“LUNA LUCE（ルナル－チェ）” 
西宮市を中心に活躍するママさん 8 人のゴスペルグループによるオープニングコンサートを開

催。“オーハッピーデイ”をはじめとする有名な曲を披露し、華やかにオープニングを彩った。

◇ 地域づくり講演会 

講師 栗木 剛 氏（『motto ひょうご』事務局長） 
演題 「笑顔になる 人づくり 地域づくり」

 地域づくりを担う後継者をいかに育てるかなど、各地域での共通課題について考え、話し合い、

今後の地域活動を継続、発展へのヒントを得られる場となった。

また、ユーモア溢れる講演で、演題のとおり会場から笑顔と笑い声の絶えない講演会となった。 

◇ 県民交流広場のパネル・作品展示 

管内１３広場の取組について、写真やイラスト等を交えたパネルや、広場活動で作成した手作り作品の

展示を通じて紹介した。広場間の情報交換の場となるとともに、多くの参加者に県民交流広場の取組を発

信し、関心を持ってもらう機会となった。 

◆ 成 果 

・ パネル展示等を通じて県民交流広場の取組みを県民に広く周知することができた。

・ ３つのイベント（「県民交流大会」「青少年健全育成フォーラム」「県民交流広場地域交流フェスタ」）を

合同開催することにより、地域で展開される多様な地域づくり活動を紹介するとともに、様々な分野で活

躍する個人やグループの交流を図ることができた。

２－２ 阪神南地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 11 月 21 日(木) 13:30～15:30  
◆ 場 所 アルカイックホール・ミニ（尼崎市昭和通）

 
 

◆ 趣 旨 

阪神北地域の県民交流広場をはじめ、子育てや環境、文化、生涯学習など様々な分野

で活動する地域団体等の交流を図ることにより、活動のノウハウや課題を共有し、広場

における今後の継続的な取組への意欲を高め、活動の充実を支援することを目的とする。 

◆ 内 容 

当日は「きらっと☆阪神北オータムフェスタ」（会場：いたみホール、三軒寺前広場、

有岡城周辺）と合同開催し、両会場で約４，０００人の来場者があった。

いたみホール・6 階中ホールでは HANKITA ときめきステージとして“伊丹おもしろ

セミナー「ことばで伝える伊丹の文化学」、伊丹ときめきステージ、こども文化フェス

タ、スマイルフェスタなどの多彩な内容の催し物や文化団体等によるステージ発表が開

催された。また、同ホール３階～６階では、まちづくり協議会やコミュニティ推進協議

会等県民交流広場実施団体をはじめとする地域で活動する団体など５１団体によるブ

ースの出展があり、日頃の活動の成果を発表するとともに交流を深めた。

◆成 果 

・パネル展示等を通じて県民交流広場の取り組みを多くの方に紹介することができた。

・「きらっと☆阪神北オータムフェスタ」と合同開催したことにより、様々な分野で活動す

 る地域団体等との情報交換ができ交流や連携が深まった。

・開催場所が駅に近いホールということもあり、県民交流広場を多くの一般県民に周

知することができた。

２－３ 阪神北地域交流フェスタ 

◆ 日 時 ： 平成 25 年 11 月 23 日(土)～２４日(日) 10：00～17：00 
◆ 場 所 ： いたみホール （伊丹市宮ノ前）

【県民交流広場出展地域】

伊丹市 神津地区まちづくり協議会

宝塚市 西谷地区まちづくり協議会

西谷地区まちづくり協議会（文化・研修部会） 
中山台コミュニティ緑化環境対策部

長尾地区まちづくり協議会

川西市 けやき坂小学校区コミュニティ推進協議会
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◆ 趣 旨 

阪神南地域の県民交流広場をはじめ、参画と協働により地域づくり活動を実践している方々やグループ

等関係者が一堂に会して交流を図り、相互活動のノウハウや課題を共有する地域交流フェスタを開催し、

県民交流広場の今後の継続的な取組への意欲を高め、活動充実に向けた機運の醸成を図る。

◆ 内 容 

◇ さわやかステージ 

ゴスペルグループ“LUNA LUCE（ルナル－チェ）” 
西宮市を中心に活躍するママさん 8 人のゴスペルグループによるオープニングコンサートを開

催。“オーハッピーデイ”をはじめとする有名な曲を披露し、華やかにオープニングを彩った。

◇ 地域づくり講演会 

講師 栗木 剛 氏（『motto ひょうご』事務局長） 
演題 「笑顔になる 人づくり 地域づくり」

 地域づくりを担う後継者をいかに育てるかなど、各地域での共通課題について考え、話し合い、

今後の地域活動を継続、発展へのヒントを得られる場となった。

また、ユーモア溢れる講演で、演題のとおり会場から笑顔と笑い声の絶えない講演会となった。 

◇ 県民交流広場のパネル・作品展示 

管内１３広場の取組について、写真やイラスト等を交えたパネルや、広場活動で作成した手作り作品の

展示を通じて紹介した。広場間の情報交換の場となるとともに、多くの参加者に県民交流広場の取組を発

信し、関心を持ってもらう機会となった。 

◆ 成 果 

・ パネル展示等を通じて県民交流広場の取組みを県民に広く周知することができた。

・ ３つのイベント（「県民交流大会」「青少年健全育成フォーラム」「県民交流広場地域交流フェスタ」）を

合同開催することにより、地域で展開される多様な地域づくり活動を紹介するとともに、様々な分野で活

躍する個人やグループの交流を図ることができた。

２－２ 阪神南地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 11 月 21 日(木) 13:30～15:30  
◆ 場 所 アルカイックホール・ミニ（尼崎市昭和通）

 
 

◆ 趣 旨 

阪神北地域の県民交流広場をはじめ、子育てや環境、文化、生涯学習など様々な分野

で活動する地域団体等の交流を図ることにより、活動のノウハウや課題を共有し、広場

における今後の継続的な取組への意欲を高め、活動の充実を支援することを目的とする。 

◆ 内 容 

当日は「きらっと☆阪神北オータムフェスタ」（会場：いたみホール、三軒寺前広場、

有岡城周辺）と合同開催し、両会場で約４，０００人の来場者があった。

いたみホール・6 階中ホールでは HANKITA ときめきステージとして“伊丹おもしろ

セミナー「ことばで伝える伊丹の文化学」、伊丹ときめきステージ、こども文化フェス

タ、スマイルフェスタなどの多彩な内容の催し物や文化団体等によるステージ発表が開

催された。また、同ホール３階～６階では、まちづくり協議会やコミュニティ推進協議

会等県民交流広場実施団体をはじめとする地域で活動する団体など５１団体によるブ

ースの出展があり、日頃の活動の成果を発表するとともに交流を深めた。

◆成 果 

・パネル展示等を通じて県民交流広場の取り組みを多くの方に紹介することができた。

・「きらっと☆阪神北オータムフェスタ」と合同開催したことにより、様々な分野で活動す

 る地域団体等との情報交換ができ交流や連携が深まった。

・開催場所が駅に近いホールということもあり、県民交流広場を多くの一般県民に周

知することができた。

２－３ 阪神北地域交流フェスタ 

◆ 日 時 ： 平成 25 年 11 月 23 日(土)～２４日(日) 10：00～17：00 
◆ 場 所 ： いたみホール （伊丹市宮ノ前）

【県民交流広場出展地域】

伊丹市 神津地区まちづくり協議会

宝塚市 西谷地区まちづくり協議会

西谷地区まちづくり協議会（文化・研修部会） 
中山台コミュニティ緑化環境対策部

長尾地区まちづくり協議会

川西市 けやき坂小学校区コミュニティ推進協議会
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◆ 趣 旨 

東播磨地域の県民交流広場をはじめ、幅広い分野の地域活動団体等との交流を図り、活動に

おけるプラスの側面に着目した意見・情報の交換を通じて、効果的なノウハウを共有し、今後、

一層の活動充実に向けた取組意欲の醸成を図る。

◆ 内 容 

平成２５年７月２２日から東播磨生活創造センター「かこむ」（県加古川総合庁舎）において、

「東播磨地域交流フェスタ」を「かこむ創造フェスタ」と同時開催した。地域活動団体の活動

展示では、各地区の県民交流広場を紹介したパネルを展示し、来場者に広場の取組を PR した。

さらに、約３０団体による体験教室や、２日間のステージ発表等を実施し、多くの来場者があ

った。

また、４月２０日（日）には、東播磨地域づくり交流会を開催。こちらも、地域づくり活動

応援事業の助成団体とともに、名刺交換と情報交換を行い、交流を図った。情報交換会では、

地域活動でのプラスの側面（活動を通して感動したこと、活動において効果的だった方策 等）

に着目し、グループで情報交換を行った。

◆ 成 果 

交流会やフェスタでの PR 活動を通して、県民交流広場の活動を広く周知することができた。

また、様々な活動団体との交流や情報交換から、活動への前向きな思いや、「地域のために」

という活動の原点を共有し、活動充実に向けた意識の高まりが感じられた。 

２－４ 東播磨地域交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年７月 22 日(月)～28 日（日）  
◆ 場 所 県立東播磨生活創造センター「かこむ」（加古川市加古川町）

【地域づくり活動交流会の様子】 【全広場のパネルを展示】 

【フェスタの様子】 

 
 

◆ 趣 旨 

社会の成熟化や少子高齢化が進むなか、誰もがいきいきと暮らせる元気で安心な地域コミュ

ニティを実現するため、参画と協働のもと多様な主体がネットワークを形成しながら、すべて

の人々にこころ豊かにいきる感動を与える「美しい兵庫」をめざした取組を展開する必要があ

る。

このため、地域づくりに貢献された方々、地域ボランティア活動に功績があった方々を顕彰

するとともに、実践活動団体をはじめ、自治会関係者や、ボランティア等が交流し、絆を深め

ることにより、誰もが安心して暮らせる地域社会づくりを推進する。

◆ 内 容 

◇さわやかステージ

◇表 彰 兵庫県知事表彰

（兵庫県自治賞、こうのとり賞、くすのき賞、のじぎく賞）

 家族川柳コンテスト入賞者表彰

◇実践活動発表

中野間（多可町）、

三草ふれあい広場（加東市）

◇講 演 朝日放送パーソーナリティ  道上 洋三 氏

「ラジオと共に 37 年、ことばと心」 
 ～地域コミュニティと家族の絆～

◇その他 県民交流広場の活動パネル展示 全地区

活動ブース展示 ４地区

野菜や特産品の販売 ４地区

◆ 成 果 

 多くの方の参加を得、「こころ豊かな美しい北播磨」の実現をめざす地域づくり活動の推

進を図るとともに、自治会関係者や、ボランティア等との交流で、目的である北播磨の「家

族の絆」「地域の絆」「生活（くらし）の絆」を深める良き大会であった。

２－５ 北播磨地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 11 月 16 日(土) 13:30～16:30 
◆ 場 所 加西市健康福祉会館（ラヴィかさい） （加西市北条町）
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◆ 趣 旨 

東播磨地域の県民交流広場をはじめ、幅広い分野の地域活動団体等との交流を図り、活動に

おけるプラスの側面に着目した意見・情報の交換を通じて、効果的なノウハウを共有し、今後、

一層の活動充実に向けた取組意欲の醸成を図る。

◆ 内 容 

平成２５年７月２２日から東播磨生活創造センター「かこむ」（県加古川総合庁舎）において、

「東播磨地域交流フェスタ」を「かこむ創造フェスタ」と同時開催した。地域活動団体の活動

展示では、各地区の県民交流広場を紹介したパネルを展示し、来場者に広場の取組を PR した。

さらに、約３０団体による体験教室や、２日間のステージ発表等を実施し、多くの来場者があ

った。

また、４月２０日（日）には、東播磨地域づくり交流会を開催。こちらも、地域づくり活動

応援事業の助成団体とともに、名刺交換と情報交換を行い、交流を図った。情報交換会では、

地域活動でのプラスの側面（活動を通して感動したこと、活動において効果的だった方策 等）

に着目し、グループで情報交換を行った。

◆ 成 果 

交流会やフェスタでの PR 活動を通して、県民交流広場の活動を広く周知することができた。

また、様々な活動団体との交流や情報交換から、活動への前向きな思いや、「地域のために」

という活動の原点を共有し、活動充実に向けた意識の高まりが感じられた。 

２－４ 東播磨地域交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年７月 22 日(月)～28 日（日）  
◆ 場 所 県立東播磨生活創造センター「かこむ」（加古川市加古川町）

【地域づくり活動交流会の様子】 【全広場のパネルを展示】 

【フェスタの様子】 

 
 

◆ 趣 旨 

社会の成熟化や少子高齢化が進むなか、誰もがいきいきと暮らせる元気で安心な地域コミュ

ニティを実現するため、参画と協働のもと多様な主体がネットワークを形成しながら、すべて

の人々にこころ豊かにいきる感動を与える「美しい兵庫」をめざした取組を展開する必要があ

る。

このため、地域づくりに貢献された方々、地域ボランティア活動に功績があった方々を顕彰

するとともに、実践活動団体をはじめ、自治会関係者や、ボランティア等が交流し、絆を深め

ることにより、誰もが安心して暮らせる地域社会づくりを推進する。

◆ 内 容 

◇さわやかステージ

◇表 彰 兵庫県知事表彰

（兵庫県自治賞、こうのとり賞、くすのき賞、のじぎく賞）

 家族川柳コンテスト入賞者表彰

◇実践活動発表

中野間（多可町）、

三草ふれあい広場（加東市）

◇講 演 朝日放送パーソーナリティ  道上 洋三 氏

「ラジオと共に 37 年、ことばと心」 
 ～地域コミュニティと家族の絆～

◇その他 県民交流広場の活動パネル展示 全地区

活動ブース展示 ４地区

野菜や特産品の販売 ４地区

◆ 成 果 

 多くの方の参加を得、「こころ豊かな美しい北播磨」の実現をめざす地域づくり活動の推

進を図るとともに、自治会関係者や、ボランティア等との交流で、目的である北播磨の「家

族の絆」「地域の絆」「生活（くらし）の絆」を深める良き大会であった。

２－５ 北播磨地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 11 月 16 日(土) 13:30～16:30 
◆ 場 所 加西市健康福祉会館（ラヴィかさい） （加西市北条町）
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◆ 趣 旨 

中播磨地域の地域団体が、先導的な活動を行っている他団体の活動を知り、協働して活動

するきっかけをつくるとともに、地域の活動と家庭をつなぎ、より一層、地域コミュニティ

の活性化を図ることを目的として、地域団体の実践活動発表及び地域住民同士の交流の場と

なるイベントを実施。 

◆ 内 容 

◇県民交流広場活動パネル展

 中播磨県民局管内の県民交流広場実施地区の活動についてパネル展示で紹介。

◇中播磨地域婦人会連絡協議会おいしいご飯を食べよう県民運動

 カレーライス、炊き込みご飯の無料配布。

◇伝統文化ふれあいフェア実行委員会（中播磨青少年本部）

 和太鼓づくり、万華鏡づくり、お茶席、昔あそびなど。

◇なかはりま消費生活創造まつり 

 版画刷り体験、紙芝居体験、商品テスト体験、消費者クイズなど。

◇中播磨地域ビジョン委員会活動発表

とんぼ祭り・虫送りの写真展、県民アンケート、袋栽培野菜の展示、ニュースポーツ吹き

矢など。

 

◆ 成 果 

様々な活動に取り組む団体に広く参加を呼びかけたことにより、当日は５０００人を超え

る参加があり、パネル展示や活動発表を通して県民交流広場の活動を広く PR できた。  

２－６ 中播磨地域活動交流メッセ 

◆ 日 時 平成 25 年９月 14 日(土) 10:00～16:00  
◆ 場 所 福崎町エルデホール周辺 （神崎郡福崎町）

【おいしいご飯を食べよう県民運動】 【なかはりま消費生活創造まつり】 

【県民交流広場パネル展示】 【伝統文化ふれあいフェア】 【中播磨地域ビジョン委員会 写真展】

 
 

◆ 趣 旨 

 西播磨地域の活性化と連携・交流の促進を図ることを目的とした「西播磨オータムフェス

タｉｎ光都」と同時開催することにより、多くの来場者に日頃の活動の成果を発信するとと

もに、他の県民交流広場や各種団体の関係者等と、相互に活動のノウハウや課題を共有する。

◆ 内 容 

 他地区のモデルとなる先導的な活動や取り組みを実施している県民交流広場の２団体が

出展し、日頃の活動の成果を発表した。

○『谷 村おこしの会』《宍粟市波賀地区》

・「炭焼き体験」、「ブルーベリー祭り」、「カブト虫の飼育」、「こんにゃくづくり講習会」

等の活動内容について、パネル展示により紹介。

・活動の概要、イベントの紹介等を掲載したチラシの配布。

・ブルーベリージャム、ブルーベリーシフォンケーキのレシピの配布。

○『上郡校区まちづくり推進委員会』《上郡町上郡地区》

・「いつも青春大人塾」、「命のバトン活動」、「上郡ろまん再発見フェア」等の活動内容

について、パネル展示により紹介。

・救急医療情報キット（命のバトン）の展示、使用説明書の配布。

・上郡ろまん再発見フェア 大型ポスターの掲示。

◆ 成 果 

・活動写真のパネル展示等により、一般県民に県民交流広場事業の趣旨や取り組みについて、 
広く PR できた。 
・当日は西播磨地域内外から約３，５００人の来場者があり、県民交流広場同士はもとより、

生活創造活動グループや各種団体等が交流を深めることで、地域づくりの意識をより高めるこ

とができた。

２－７ 西播磨地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月 27 日(土) 10:00～16:00 
◆ 場 所 西播磨総合庁舎内コンコース （上郡町光都）
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◆ 趣 旨 

中播磨地域の地域団体が、先導的な活動を行っている他団体の活動を知り、協働して活動

するきっかけをつくるとともに、地域の活動と家庭をつなぎ、より一層、地域コミュニティ

の活性化を図ることを目的として、地域団体の実践活動発表及び地域住民同士の交流の場と

なるイベントを実施。 

◆ 内 容 

◇県民交流広場活動パネル展

 中播磨県民局管内の県民交流広場実施地区の活動についてパネル展示で紹介。

◇中播磨地域婦人会連絡協議会おいしいご飯を食べよう県民運動

 カレーライス、炊き込みご飯の無料配布。

◇伝統文化ふれあいフェア実行委員会（中播磨青少年本部）

 和太鼓づくり、万華鏡づくり、お茶席、昔あそびなど。

◇なかはりま消費生活創造まつり 

 版画刷り体験、紙芝居体験、商品テスト体験、消費者クイズなど。

◇中播磨地域ビジョン委員会活動発表

とんぼ祭り・虫送りの写真展、県民アンケート、袋栽培野菜の展示、ニュースポーツ吹き

矢など。

 

◆ 成 果 

様々な活動に取り組む団体に広く参加を呼びかけたことにより、当日は５０００人を超え

る参加があり、パネル展示や活動発表を通して県民交流広場の活動を広く PR できた。  

２－６ 中播磨地域活動交流メッセ 

◆ 日 時 平成 25 年９月 14 日(土) 10:00～16:00  
◆ 場 所 福崎町エルデホール周辺 （神崎郡福崎町）

【おいしいご飯を食べよう県民運動】 【なかはりま消費生活創造まつり】 

【県民交流広場パネル展示】 【伝統文化ふれあいフェア】 【中播磨地域ビジョン委員会 写真展】

 
 

◆ 趣 旨 

 西播磨地域の活性化と連携・交流の促進を図ることを目的とした「西播磨オータムフェス

タｉｎ光都」と同時開催することにより、多くの来場者に日頃の活動の成果を発信するとと

もに、他の県民交流広場や各種団体の関係者等と、相互に活動のノウハウや課題を共有する。

◆ 内 容 

 他地区のモデルとなる先導的な活動や取り組みを実施している県民交流広場の２団体が

出展し、日頃の活動の成果を発表した。

○『谷 村おこしの会』《宍粟市波賀地区》

・「炭焼き体験」、「ブルーベリー祭り」、「カブト虫の飼育」、「こんにゃくづくり講習会」

等の活動内容について、パネル展示により紹介。

・活動の概要、イベントの紹介等を掲載したチラシの配布。

・ブルーベリージャム、ブルーベリーシフォンケーキのレシピの配布。

○『上郡校区まちづくり推進委員会』《上郡町上郡地区》

・「いつも青春大人塾」、「命のバトン活動」、「上郡ろまん再発見フェア」等の活動内容

について、パネル展示により紹介。

・救急医療情報キット（命のバトン）の展示、使用説明書の配布。

・上郡ろまん再発見フェア 大型ポスターの掲示。

◆ 成 果 

・活動写真のパネル展示等により、一般県民に県民交流広場事業の趣旨や取り組みについて、 
広く PR できた。 
・当日は西播磨地域内外から約３，５００人の来場者があり、県民交流広場同士はもとより、

生活創造活動グループや各種団体等が交流を深めることで、地域づくりの意識をより高めるこ

とができた。

２－７ 西播磨地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月 27 日(土) 10:00～16:00 
◆ 場 所 西播磨総合庁舎内コンコース （上郡町光都）
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◆ 趣 旨 

但馬地域の県民交流広場、生活創造活動グループ、はばタン消費者ネット但馬及び一般

県民との交流を図り、県民交流広場事業はじめとする生活創造活動への継続的な取組への

意欲を高めるとともに、県民の生活創造活動に対する理解を深め、広場実施団体、グルー

プや個人の活動の充実をめざす。

◆ 内 容 

◇県民交流広場但馬地域ネットワーク会議 

「地域の活性化に向けて」をテーマに、県民交流広

場（与布土地区）の取組事例発表、兵庫教育大学教

職大学院 客員教授 廣岡 徹 氏による基調講演

のあと、行政、報道機関等代表者によるパネルディ

スカッションを実施。（参加：６８団体、２１０名） 

◇県民交流広場活動紹介パネル展 

県民交流広場（平成２２年度採択地区）の取組事例

を紹介。（参加：１６地区）

◇県民交流広場「特産加工品ＰＲ・物販展」 

地産地消に取り組む県民交流広場（八田地区、久斗

山地区）による特産加工品のＰＲ・販売。

◇はばタン消費者ネット但馬「活動交流会」 

消費者問題の啓発と構成団体が取り組む小物・加工

品等のＰＲ・販売。（参加：４団体）

◇但馬文教府創立５０周年記念シンポジウム・第２回みてやま交流会 

但馬文教府創立５０周年記念シンポジウム（実践発表、

講演、パネルディスカッション）を開催するとともに、

生活創造情報プラザ登録グループによるパフォーマン

ス発表や、伝統文化の継承、子育て支援などの創作活

動に取り組むグループ（麦わら細工、粘土工芸、創作

折り紙）による作品展を実施。

（再掲：６８団体、２１０名）

 
◆ 成 果 

取組事例の発表、パネル展示や特産加工品のＰＲ・販売を通して、県民交流広場の取組

を広く周知することができた。

また、フェスタを機に、県民交流広場間や、生活創造活動に取り組む団体・グループと

の双方向の交流が進むなど、地域において生活創造活動の広がりや組織・活動基盤の充実

につながりつつある。

２－８ 但馬地域交流フェスタ 2013 

◆日 時 ： 平成 25 年９月７日（土） 12:00～16:30 

◆場 所 ： 但馬文教府 （豊岡市妙楽寺） 

【広場の取組事例発表】 

【パネルディスカッション】 

【パフォーマンス発表】 

 

◆ 趣 旨 

住民主体の活動と交流により丹波の森づくりが幅広く展開されている生活創造活動の

成果や交流の場である「丹波の森フェスティバル２０１３」にあわせて開催し、来場者に

県民交流広場の取り組みを紹介するとともに、県民交流広場同士の交流を図り、相互に活

動のノウハウや課題を共有する。

◆ 内 容 

◇県民交流広場活動展示 

丹波地域の県民交流広場の活動を分野ごとにパネル

でＰＲするとともに、代表的な交流広場について活動状

況を紹介した。

◇「丹波地域ネットワーク会議」の開催 

県民交流広場の活動紹介やワークショップを行い、実

施地区相互の交流や活動のノウハウ等を共有し意見を交

わした。

◇県民交流広場テントブースへの出展 

丹波の森フェスティバル屋台コーナーにて、雲部地区、

西紀北地区、上久下地区が、地元の特産品を活かした料

理や農産物を販売した。

◇ふれあいの場づくり 

地域で活躍している若者や文化サークルの発表の場

として「スマイルステージ」を設置し運営した。

 

◆ 成 果 

・ 丹波地域ネットワーク会議では、丹波地域の県民交流広場の継続的な取り組みに向

けて、県民交流広場関係者や地域づくりに関心を持つ者が参集し、ワークショップ形

式で地域課題解決の手法について学習した。

また、コミュニティ・アワード 2013 出展団体の篠山市福住地区及び丹波市中央地区

が、アワード当日の展示資料を使って活動状況を報告した。先駆的な取り組みの 2 地

区の活動は他の交流広場団体にも刺激になった。出展団体にとっても本番に向けて PR
方法を検証するうえでも有意義であった。

・ 活動展示、屋台コーナー、スマイルステージ等を通じて、各県民交流広場の取り組み

を一般の県民に周知することができた。

２－９ 丹波地域交流フェスタ 

◆日 時 ： 平成 25 年 10 月 27 日(日) 10:00～16:00 

◆場 所 ： 丹波の森公苑 （丹波市柏原町） 

【県民交流広場活動展示】

【丹波地域ネットワーク会議（活動紹介・ワークショップ）】 【スマイルステージ】 

【料理・農産物販売】 
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◆ 趣 旨 

但馬地域の県民交流広場、生活創造活動グループ、はばタン消費者ネット但馬及び一般

県民との交流を図り、県民交流広場事業はじめとする生活創造活動への継続的な取組への

意欲を高めるとともに、県民の生活創造活動に対する理解を深め、広場実施団体、グルー

プや個人の活動の充実をめざす。

◆ 内 容 

◇県民交流広場但馬地域ネットワーク会議 

「地域の活性化に向けて」をテーマに、県民交流広

場（与布土地区）の取組事例発表、兵庫教育大学教

職大学院 客員教授 廣岡 徹 氏による基調講演

のあと、行政、報道機関等代表者によるパネルディ

スカッションを実施。（参加：６８団体、２１０名） 

◇県民交流広場活動紹介パネル展 

県民交流広場（平成２２年度採択地区）の取組事例

を紹介。（参加：１６地区）

◇県民交流広場「特産加工品ＰＲ・物販展」 

地産地消に取り組む県民交流広場（八田地区、久斗

山地区）による特産加工品のＰＲ・販売。

◇はばタン消費者ネット但馬「活動交流会」 

消費者問題の啓発と構成団体が取り組む小物・加工

品等のＰＲ・販売。（参加：４団体）

◇但馬文教府創立５０周年記念シンポジウム・第２回みてやま交流会 

但馬文教府創立５０周年記念シンポジウム（実践発表、

講演、パネルディスカッション）を開催するとともに、

生活創造情報プラザ登録グループによるパフォーマン

ス発表や、伝統文化の継承、子育て支援などの創作活

動に取り組むグループ（麦わら細工、粘土工芸、創作

折り紙）による作品展を実施。

（再掲：６８団体、２１０名）

 
◆ 成 果 

取組事例の発表、パネル展示や特産加工品のＰＲ・販売を通して、県民交流広場の取組

を広く周知することができた。

また、フェスタを機に、県民交流広場間や、生活創造活動に取り組む団体・グループと

の双方向の交流が進むなど、地域において生活創造活動の広がりや組織・活動基盤の充実

につながりつつある。

２－８ 但馬地域交流フェスタ 2013 

◆日 時 ： 平成 25 年９月７日（土） 12:00～16:30 

◆場 所 ： 但馬文教府 （豊岡市妙楽寺） 

【広場の取組事例発表】 

【パネルディスカッション】 

【パフォーマンス発表】 

 

◆ 趣 旨 

住民主体の活動と交流により丹波の森づくりが幅広く展開されている生活創造活動の

成果や交流の場である「丹波の森フェスティバル２０１３」にあわせて開催し、来場者に

県民交流広場の取り組みを紹介するとともに、県民交流広場同士の交流を図り、相互に活

動のノウハウや課題を共有する。

◆ 内 容 

◇県民交流広場活動展示 

丹波地域の県民交流広場の活動を分野ごとにパネル

でＰＲするとともに、代表的な交流広場について活動状

況を紹介した。

◇「丹波地域ネットワーク会議」の開催 

県民交流広場の活動紹介やワークショップを行い、実

施地区相互の交流や活動のノウハウ等を共有し意見を交

わした。

◇県民交流広場テントブースへの出展 

丹波の森フェスティバル屋台コーナーにて、雲部地区、

西紀北地区、上久下地区が、地元の特産品を活かした料

理や農産物を販売した。

◇ふれあいの場づくり 

地域で活躍している若者や文化サークルの発表の場

として「スマイルステージ」を設置し運営した。

 

◆ 成 果 

・ 丹波地域ネットワーク会議では、丹波地域の県民交流広場の継続的な取り組みに向

けて、県民交流広場関係者や地域づくりに関心を持つ者が参集し、ワークショップ形

式で地域課題解決の手法について学習した。

また、コミュニティ・アワード 2013 出展団体の篠山市福住地区及び丹波市中央地区

が、アワード当日の展示資料を使って活動状況を報告した。先駆的な取り組みの 2 地

区の活動は他の交流広場団体にも刺激になった。出展団体にとっても本番に向けて PR
方法を検証するうえでも有意義であった。

・ 活動展示、屋台コーナー、スマイルステージ等を通じて、各県民交流広場の取り組み

を一般の県民に周知することができた。

２－９ 丹波地域交流フェスタ 

◆日 時 ： 平成 25 年 10 月 27 日(日) 10:00～16:00 

◆場 所 ： 丹波の森公苑 （丹波市柏原町） 

【県民交流広場活動展示】

【丹波地域ネットワーク会議（活動紹介・ワークショップ）】 【スマイルステージ】 

【料理・農産物販売】 
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◆ 趣 旨 

淡路地域の県民交流広場相互の交流を図り、各広場の活動のノウハウや課題を共有し、活動

の充実を図るとともに、今後の継続的な取組への意欲を高め、更には他の地域づくり活動団体、

生涯学習団体との交流を通じて広場活動の活性化、情報発信を図ることを目的として実施。

◆ 内 容 

兵庫県立淡路文化会館において、地域づくり活動団体や生涯学習の団体等が、子どもの健全

育成を目的としたプログラム等を準備し開催する「いざなぎの丘元気っ子フェスティバル」と

合同開催した。

当日は、焼き鳥、焼きそば、ハンバーガーなどの飲食・販売ブース（11 ブース）、松ぼっく

りや貝殻を使ったものづくり、アクセサリーやおもちゃづくりのほか、バルーンアートや押し

花、紙芝居やスポーツゲームなどのわくわく体験ブース（38 ブース）の出展があった。 
 県民交流広場からは、淡路地域の６広場が出展し、活動パネルの展示、野菜や花の販売、手

作りジュース、焼き鳥などの飲食物のふるまいなど、それぞれが特色のあるブースを展開した。

秋晴れの好天に恵まれ、約 2,000 人の参加があり、大いに賑わった。 

【県民交流広場ブース風景】

【いざなぎの丘元気っ子フェスティバル風景】

◆ 成 果 

「いざなぎの丘元気っ子フェスティバル」との合同開催ということで、県民交流広場同士の

交流のみならず、幼児から高齢者まで幅広い年齢層からの参加者があり世代間の交流も図る

ことができた。また、パネル展示や特産物のＰＲ、販売等を通じて、県民交流広場の取組を

広く周知することができた。

２－10 淡路地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月６日(日) 10：00～15：00 
◆ 場 所 県立淡路文化会館 （淡路市多賀）

 

〔設立の趣旨〕 

平成 21 年度には、県民交流広場の実施地区が全校区の過半数となり、地域を越えた交

流に対する機運が高まってきたことから、県民局ごとにすべての広場が参画し、広場運

営の相談、情報交換ができる「地域ネットワーク会議」を設置するとともに、その代表

者が参集して、成果の共有や共通課題の検討、広場全体の交流の場づくりを進める「全

県連絡協議会」を設置しました。 

なお、「地域コミュニティ・アワード」は、全県連絡協議会の企画、協議に基づき、全

県レベルで広場が相互に活動のノウハウや課題を共有し、意欲を高める交流の場づくり

として実施しています。 

〔全県連絡協議会の実施状況〕 

開催日・場 所 内 容 

平成 25 年９月 19 日 

県立但馬長寿の郷 

《平成 25 年度第１回全県連絡協議会》 

 地域コミュニティ・アワード 2013 の開催に向けた意見交

換を行うとともに、地域コミュニティ活性化のための取組

事例集の発行にあたっての意見交換を行った。 

平成 25 年 11 月 23 日 

県立但馬長寿の郷 

《地域コミュニティ・アワード 2013》 

第１章及び第２章参照 

平成 26 年３月 10 日 

兵庫県民会館 

《平成 25 年度第２回全県連絡協議会》 

地域コミュニティ・アワード 2013 の成果や課題について

意見交換を行い、今後の県民交流広場の展開について協議

を行うとともに、次回の地域コミュニティ・アワードにあ

たっての意見交換を行った。 

また、今後の広場活動の充実について、コミュニティ応

援隊アドバイザリーグループからの意見等を交えながら議

論を進めた。 

３ 全県連絡協議会及び地域ネットワーク会議 
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◆ 趣 旨 

淡路地域の県民交流広場相互の交流を図り、各広場の活動のノウハウや課題を共有し、活動

の充実を図るとともに、今後の継続的な取組への意欲を高め、更には他の地域づくり活動団体、

生涯学習団体との交流を通じて広場活動の活性化、情報発信を図ることを目的として実施。

◆ 内 容 

兵庫県立淡路文化会館において、地域づくり活動団体や生涯学習の団体等が、子どもの健全

育成を目的としたプログラム等を準備し開催する「いざなぎの丘元気っ子フェスティバル」と

合同開催した。

当日は、焼き鳥、焼きそば、ハンバーガーなどの飲食・販売ブース（11 ブース）、松ぼっく

りや貝殻を使ったものづくり、アクセサリーやおもちゃづくりのほか、バルーンアートや押し

花、紙芝居やスポーツゲームなどのわくわく体験ブース（38 ブース）の出展があった。 
 県民交流広場からは、淡路地域の６広場が出展し、活動パネルの展示、野菜や花の販売、手

作りジュース、焼き鳥などの飲食物のふるまいなど、それぞれが特色のあるブースを展開した。

秋晴れの好天に恵まれ、約 2,000 人の参加があり、大いに賑わった。 

【県民交流広場ブース風景】

【いざなぎの丘元気っ子フェスティバル風景】

◆ 成 果 

「いざなぎの丘元気っ子フェスティバル」との合同開催ということで、県民交流広場同士の

交流のみならず、幼児から高齢者まで幅広い年齢層からの参加者があり世代間の交流も図る

ことができた。また、パネル展示や特産物のＰＲ、販売等を通じて、県民交流広場の取組を

広く周知することができた。

２－10 淡路地域県民交流フェスタ 

◆ 日 時 平成 25 年 10 月６日(日) 10：00～15：00 
◆ 場 所 県立淡路文化会館 （淡路市多賀）

 

〔設立の趣旨〕 

平成 21 年度には、県民交流広場の実施地区が全校区の過半数となり、地域を越えた交

流に対する機運が高まってきたことから、県民局ごとにすべての広場が参画し、広場運

営の相談、情報交換ができる「地域ネットワーク会議」を設置するとともに、その代表

者が参集して、成果の共有や共通課題の検討、広場全体の交流の場づくりを進める「全

県連絡協議会」を設置しました。 

なお、「地域コミュニティ・アワード」は、全県連絡協議会の企画、協議に基づき、全

県レベルで広場が相互に活動のノウハウや課題を共有し、意欲を高める交流の場づくり

として実施しています。 

〔全県連絡協議会の実施状況〕 

開催日・場 所 内 容 

平成 25 年９月 19 日 

県立但馬長寿の郷 

《平成 25 年度第１回全県連絡協議会》 

 地域コミュニティ・アワード 2013 の開催に向けた意見交

換を行うとともに、地域コミュニティ活性化のための取組

事例集の発行にあたっての意見交換を行った。 

平成 25 年 11 月 23 日 

県立但馬長寿の郷 

《地域コミュニティ・アワード 2013》 

第１章及び第２章参照 

平成 26 年３月 10 日 

兵庫県民会館 

《平成 25 年度第２回全県連絡協議会》 

地域コミュニティ・アワード 2013 の成果や課題について

意見交換を行い、今後の県民交流広場の展開について協議

を行うとともに、次回の地域コミュニティ・アワードにあ

たっての意見交換を行った。 

また、今後の広場活動の充実について、コミュニティ応

援隊アドバイザリーグループからの意見等を交えながら議

論を進めた。 

３ 全県連絡協議会及び地域ネットワーク会議 
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ᖹᡂ ی 25 ᖺᗘ 地域ネットワーク会議ࡢ㛤催≧ἣ 

県民局名・日時 場 所 ・ 主 催 テーマ ・ 概 要 

⚄ᡞ 

10/29(火) 

13:00～ 

15:30 

【場所】県立⚄ᡞ生活創造 

 ンターࢭ

【主催】⚄ᡞ県民局 

《⚄ᡞ地域県民交流広場ネットワーク交流会》 

【テーマ】㺀ࢼ࣑ࢭー㸤ႚⲔで交流する県民交流広場の㞟い㺁 

【概要】ࢼ࣑ࢭࠕー ・た広場相互の報交ࡌႚⲔࠖを通ࠕࠖ

交流 

㜰⚄༡ 

2/24(᭶) 

10:00～ 

11:30 

【場所】西ᐑᕷ教育文化ࢭ

ンター・中ኸ図᭩

館 3㝵ࡤࢁࡦࠕカ

フェࠖ 

【主催】㜰⚄༡県民局 

《㜰⚄༡地域県民交流広場ネットワーク会議》 

【テーマ】広場ྠኈの交流と報交の場づくり 

【概要】県民交流広場事業でᖖ設のカフェを㐠Ⴀしている

⬥・㤶Ḁᅬ地区のࡤࢁࡦࠕカフェࠖにて開催した。 

ձ ⬥・㤶Ḁᅬ地区からの活動事例報࿌

ղ 交流会㸸グループにศかれ、おⲔを㣧みながらふ

れ࠶いႚⲔのような㞺ᅖẼで、広場間の交流や報

交を行った。 

㜰⚄ 

11/23(土) 

～24(日) 

10:00～ 

17:00 

【場所】いたみ࣍ール 

【主催】㜰⚄県民局 

《県民交流広場交流会》 

【テーマ】ᵝࠎなศ㔝の地域団体との交流を図る 

【概要】ࡕࡲづくり協議会をࡌࡣめとする㸳㸳団体が参加 

ᮾ播磨 

4/20(土) 

14:30～ 

16:00 

【場所】県加ྂᕝ⥲ྜᗇ⯋ 

 㸰㝵会議ᐊ 

【主催】ᮾ播磨県民局か 

《ᮾ播磨地域࡙ࡾࡃ交流会》 

【テーマ】活動の広がりをめࡊして 

【概要】県民交流広場と地域活動団体が、地域活動でのプࣛ

スのഃ㠃㸦活動を通してឤ動したこと、活動において

ຠᯝ的だった᪉策 等㸧に╔┠し、グループで報交

を行った。 

播磨 

11/16(土) 

13:30～ 

16:30 

【場所】加西ᕷᗣ福♴ 

会館 

【主催】播磨県民局か 

《県民交流ࡤࢁࡦ会》 

【テーマ】参⏬と協ാのࡶと播磨のࠕᐙ᪘の⤎ 地域のࠕࠖ

⤎  。生活㸦くらし㸧の⤎ࠖを῝めるࠕࠖ

【概 要】県民交流広場実㊶活動発表、パネル展示、講演等

を実施し、広場実施団体と自会関ಀ者やࣛ࣎ンテ

ィア等との交流を行った。 

県民局名・日時 場 所 ・ 主 催 テーマ ・ 概 要 

中播磨 

9/14(土) 

10:00～ 

16:00 

【場所】福崎町ｴﾙﾃﾞﾎｰﾙ周辺 

【主催】中播磨県民局他 

《中播磨地域活動交流メッセ》 

【テーマ】 

【概要】県民交流広場パネル展示や活動発表を通して県民

交流広場事業について広く PR した。 

西播磨 

2/25(火) 

13:30～ 

16:00 

【場所】西播磨文化会館 

【主催】西播磨地域県民交流

広場ネットワーク

会議 

《西播磨地域ネットワーク会議》 

【テーマ】ふるさとづくりと自己実現～仲間を増やそう～ 

【概要】西播磨地域で県民交流広場事業に取り組む者が一

堂に会し、相互に活動のノウハウや課題を共有する

ことにより、広場における今後の継続的な取り組み

への意欲を高め、課題の解決や活動の充実が図られ

るよう、先進地の活動事例発表やＣＡＴアドバイザ

ーの講義などを内容とする研修・交流会を開催す

る。 

但馬 

9/7(土) 

12:00～ 

16:30 

【場所】但馬文教府 

【主催】但馬地域交流フェス

タ 2013 実行委員会 

《但馬地域ネットワーク会議》 

【テーマ】地域の活性化に向けて 

【概要】県民交流広場の取組事例、兵庫教育大学教職大学

院客員教授 廣岡徹氏による基調講演、並びに生活

創造活動団体、報道機関、行政等代表によるパネル

ディスカッションを実施。 

丹波 

10/27(日) 

13:00～ 

15:00 

【場所】丹波の森公苑 

【主催】丹波県民局 

《丹波地域ネットワーク会議》 

【テーマ】地域課題解決の手法 

【概要】 実際に参加者から地域課題を抽出し、グルーピ

ングした課題間の関連性等から解決策を見いだ

す問題解決の手法について、ワークショップ形式

で学習。 

淡路 

6/29(土) 

13:30～ 

16:30 

【場所】県立淡路文化会館 

【主催】(公財)兵庫県生きが

い創造協会淡路文

化会館 

《県民交流広場等ネットワーク化支援事業、淡路地域ネッ

トワーク会議》 

【テーマ】広場の交流とネットワークの拡大 

【概要】淡路島内の県民交流広場事業に取り組む地区が一

堂に会し、日頃の活動状況を発表する場を設け、広

場相互の交流を行うことで、ネットワーク化の推進

と広場活動の充実、発展を図った。 
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ᖹᡂ ی 25 ᖺᗘ 地域ネットワーク会議ࡢ㛤催≧ἣ 

県民局名・日時 場 所 ・ 主 催 テーマ ・ 概 要 
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【テーマ】㺀ࢼ࣑ࢭー㸤ႚⲔで交流する県民交流広場の㞟い㺁 

【概要】ࢼ࣑ࢭࠕー ・た広場相互の報交ࡌႚⲔࠖを通ࠕࠖ
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ղ 交流会㸸グループにศかれ、おⲔを㣧みながらふ

れ࠶いႚⲔのような㞺ᅖẼで、広場間の交流や報

交を行った。 
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【概要】ࡕࡲづくり協議会をࡌࡣめとする㸳㸳団体が参加 
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4/20(土) 

14:30～ 

16:00 
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《ᮾ播磨地域࡙ࡾࡃ交流会》 

【テーマ】活動の広がりをめࡊして 

【概要】県民交流広場と地域活動団体が、地域活動でのプࣛ

スのഃ㠃㸦活動を通してឤ動したこと、活動において

ຠᯝ的だった᪉策 等㸧に╔┠し、グループで報交

を行った。 

播磨 

11/16(土) 

13:30～ 

16:30 

【場所】加西ᕷᗣ福♴ 

会館 

【主催】播磨県民局か 

《県民交流ࡤࢁࡦ会》 

【テーマ】参⏬と協ാのࡶと播磨のࠕᐙ᪘の⤎ 地域のࠕࠖ

⤎  。生活㸦くらし㸧の⤎ࠖを῝めるࠕࠖ

【概 要】県民交流広場実㊶活動発表、パネル展示、講演等

を実施し、広場実施団体と自会関ಀ者やࣛ࣎ンテ

ィア等との交流を行った。 

県民局名・日時 場 所 ・ 主 催 テーマ ・ 概 要 

中播磨 

9/14(土) 

10:00～ 

16:00 

【場所】福崎町ｴﾙﾃﾞﾎｰﾙ周辺 

【主催】中播磨県民局他 

《中播磨地域活動交流メッセ》 

【テーマ】 

【概要】県民交流広場パネル展示や活動発表を通して県民

交流広場事業について広く PR した。 

西播磨 

2/25(火) 

13:30～ 

16:00 

【場所】西播磨文化会館 

【主催】西播磨地域県民交流

広場ネットワーク

会議 

《西播磨地域ネットワーク会議》 

【テーマ】ふるさとづくりと自己実現～仲間を増やそう～ 

【概要】西播磨地域で県民交流広場事業に取り組む者が一

堂に会し、相互に活動のノウハウや課題を共有する

ことにより、広場における今後の継続的な取り組み

への意欲を高め、課題の解決や活動の充実が図られ

るよう、先進地の活動事例発表やＣＡＴアドバイザ

ーの講義などを内容とする研修・交流会を開催す

る。 

但馬 

9/7(土) 

12:00～ 

16:30 

【場所】但馬文教府 

【主催】但馬地域交流フェス

タ 2013 実行委員会 

《但馬地域ネットワーク会議》 

【テーマ】地域の活性化に向けて 

【概要】県民交流広場の取組事例、兵庫教育大学教職大学

院客員教授 廣岡徹氏による基調講演、並びに生活

創造活動団体、報道機関、行政等代表によるパネル

ディスカッションを実施。 

丹波 

10/27(日) 

13:00～ 

15:00 

【場所】丹波の森公苑 

【主催】丹波県民局 

《丹波地域ネットワーク会議》 

【テーマ】地域課題解決の手法 

【概要】 実際に参加者から地域課題を抽出し、グルーピ

ングした課題間の関連性等から解決策を見いだ

す問題解決の手法について、ワークショップ形式

で学習。 

淡路 

6/29(土) 

13:30～ 

16:30 

【場所】県立淡路文化会館 

【主催】(公財)兵庫県生きが

い創造協会淡路文

化会館 

《県民交流広場等ネットワーク化支援事業、淡路地域ネッ

トワーク会議》 

【テーマ】広場の交流とネットワークの拡大 

【概要】淡路島内の県民交流広場事業に取り組む地区が一

堂に会し、日頃の活動状況を発表する場を設け、広

場相互の交流を行うことで、ネットワーク化の推進

と広場活動の充実、発展を図った。 
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〔コミュニティ応援隊ࡣ〕 

 県民交流広場ᴗのຠᯝⓗな活⏝ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡸのᵝࠎなㄢ㢟ゎ決をᛂ援するため、

県が学㆑⪅ࡸᑓ㛛ᐙ、ࣔࢹル地域ࣜーࢲーࡽに༠ຊをồめ࡚タ⨨ࡋたࢸࢽ࣑ࣗࢥᛂ援

㝲㸦㹁㸿㹒㸧の୰ࡽ、地域のࢽーࢬにἢࡗた⪅を派遣ࡋます。 

 ≉に、県民交流広場を㏻ࡌたࡃ࡙ࢸࢽ࣑ࣗࢥりにあた࡚ࡗは、地域のᶵ㐠を┒りୖ

、には、プラン᳨ウẁ㝵でࢀࡑ。のఫ民の㛵ᚰとཧຍを㧗めることがษですࡃከ、ࡆ

ఫ民が㞟まり、࣡ 、ࡳ⤌のためのྲྀりࡑ、のあり᪉ࢸࢽ࣑ࣗࢥと後のࣖ࢞ࣖ࢞࣡

プࠖがຠࢵࣙࢩࢡー࣡ࠕࡃい࡚ࡋඹ᭷࡚ࡗྜࡋたពぢをฟࡗ広場のᩚഛෆᐜとい࡚ࡋࡑ

ᯝⓗです。この࣡ーࢵࣙࢩࢡプの㐍⾜をᡭఏ࠺ᑓ㛛ᐙも、㹁㸿㹒ࡽ派遣ࡋます。 

〔コミュニティ応援隊の申ࡋ込ࡳの流ࢀ〕 

 派遣をồめる地域の᪉は、県民ᒁ県民ㄢ、ᩥ会㤋、消費生活センター等㸦県民ᒁᅪ

域によ࡚ࡗ❆ཱྀが␗なります㸧に申ࡋ㎸ࡳます。 

❆ཱྀᶵ㛵は、㹁㸿㹒登録⪅㸦ࣂࢻザーࣜࢺࢫ㸧を♧ࡋながࡽ、地域のࢽーࢬにࡩ

  。ますࡂなࡘᕼᮃにもと࡙い࡚᪉を、ࡋザーを助ゝࣂࢻいࡋࢃࡉ

ᡭఏ࠾のゎ決をࡳなᝎࢇなㄢ㢟、こࢇこ、ࡤ࠼ーが、ࣂᛂ援㝲の࣓ンࢸࢽ࣑ࣗࢥ 

いࡋます㸟 

県民局(県民課ࠊ文化会館ࠊ消費生活センター➼）お

問い合わせࡉࡔࡃい352）ࠋ ཧ↷） 

地域のࠊࡽーの中ࣂコミュニティ応援隊࣓ンࡓࢀࡉⓏ㘓ࡵࡌࡽ࠶۔

౫㢗内ᐜࡉࡩわࡋいㅮᖌࡈࢆ⤂ࠋࡍࡲࡋ 

ࢆ⛬᪥ࠊࡶࡿࡍㄪᩚࢆ᪉ࡵ当᪥の進ࠊ࠼ఏࢆ౫㢗内ᐜㅮᖌ۔

ㄪᩚࠋࡍࡲࡋ（県民局ࡶおᡭఏいࡍࡲࡋ） 

 実㸟㸟ࢆࣉࢵࣙࢩࢡー࣡ࡸ学習会ࠊ࠼㏄ࢆㅮᖌ۔

 ࠋいࡉࡔࡃ協ຊࡈㄪᰝࢺーࢣン࡞⡆༢۔

  い㸟ࡓいࡽࡶ࡚ࡋゎ⌮࡞ࢇࡳࢆࡉコミュニティのษ ۔

ࡓࡋ༶ࢬニーࡸ地域の課㢟ࠊ࡚ࡗࡽࡶ࡚ࡋཧຍのఫ民ࢇࡉࡃࡓࡅࡔࡿࡁ࡛ ۔

事業ࣛࣉンࡓࡾࡃࡘࢆい㸟  

  い㸟࡞ࡽࡲࡲࡀ県民交流広場の活⏝᪉ྥࠊฟ࡚ࡀ意ぢ࡞ࢁいࢁい ۔

  い㸟ࡓࡧ学ࡽ地域のయ㦂ࡔࢇ⤌ࡾྲྀ県民交流広場࡚ࡋ⾜先 ۔

 ࠎ➼ いࡋࡀいの࡛ຓゝࡓࡆୖࡕ❧ࢆࢪー࣒࣌ー࣍コミュニティの ۔

㸲 コミュニティ応援隊（&$7）の派遣 
〔ᑓ㛛分野ࠊ支援・ࡿࡁ࡛ࢫࣂࢻ内ᐜ〕 

県民交流広場ᴗの活⏝ᩚࡸഛ後の㐠Ⴀ・活動のᐇをᅗるため、ࡤ࠼ḟのよ࠺な

支援・ࢫࣂࢻが⪃ࢀࡽ࠼ます。 

ຓゝ・支援の ࢨࣂࢻーの

 

事

業

活

⏝ 

支 

援 

య㦂ㄯᢨ㟢・地域のࢫࣂࢻ㸸 

広場活⏝の成ᯝ㺂広場のᑟධ㺃㐠Ⴀで┤㠃ࡋたㄢ㢟と対ᛂ᪉⟇な�㸮件� 

県民交流広場ࣔࢹ

ル地域のࣜーࢲー 

࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദ支援㸸 

地域の⌧≧ᩚࡸഛするᣐⅬの活⏝᪉ἲにࡘい࡚ヰ࠺ྜࡋ、࣡ーࢵࣙࢩࢡ

プの⏬助ゝ・㐍⾜支援な 㸦１件㸧 

࣡ーࢵࣙࢩࢡプの

㐍⾜࢘ࣁ࢘ࣀをᣢ

 ⪅たࡗ

コミュニティの㔜せᛶᥦ㉳ࠊ地域の事⤂㸸 

地域主ദの学習会࢛ࣇࡸーラ࣒のㅮ₇・助ゝな 㸦�� 件㸧 

◊✲⪅㺃ᐇ㊶ᐙな

 

運

Ⴀ 

・

活

動 

支 

援 

地域のሗ化支援㸸 

 㸦㸳件㸧 㛤タ、㹑㹌㹑活⏝᪉ἲなࢪー࣒࣌ー࣍

ྛ分野のᑓ㛛ᐙ、

ᅋ体・㹌㹎㹍ࣜー

 ーなࢲ

㹌㹎㹍の㐃ᦠ支援㸸 

༠ാᴗの᳨ウ・提࡙ࡃりな 㸦１件㸧 

コミュニティࢫࢿࢪࣅ支援㸸 

㉳ᴗ࢘ࣁ࢘ࣀ・㐠Ⴀ᪉ἲな 㸦㸮件㸧 

地域ேᮦの☜ಖ支援㸸 

地域㏻㈌ᑟධ、ேᮦ㣴成の᪉⟇な 㸦１件㸧 

ྛ✀地域課㢟ゎỴ㸸 

㜵≢、Ꮚ⫱࡚、㣗・≉⏘ရ㛤Ⓨ、㜵⅏、ᩥ、⚟♴、まࡃ࡙ࡕり、⎔ቃ

等ྛ分野の活動ᐇな  㸦�� 件㸧 

ͤ ��年ᗘのࢸࢽ࣑ࣗࢥᛂ援㝲の派遣は��件。ࡑのෆヂを�  �᭩きでグ㍕࡚ࡋいます。 

〔࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡのࡵࡍࡍ〕 

県民交流広場のプラン࡙ࡃりをはࡌめ、ࡃ࡙ࢸࢽ࣑ࣗࢥり・まࡃ࡙ࡕりの分野で、

地域のࠕᛮいをඹ᭷ࠖྜࠕ、ࡋពᙧ成ࠖをᅗ࡚ࡗいࡃためには、࣡ーࢵࣙࢩࢡプとい࠺ᡭ

ἲがຠᯝⓗです。 

い、ᛮいをඹ᭷するためにはྜࡋពぢをฟࡃのఫ民が広ࡃከࠕ、い࡚も࠾ル地域にࢹࣔ 

࣡ーࢵࣙࢩࢡプで、࣡࣡ពぢをฟ࠺ྜࡋのが一␒Ⰻい。ࡸるࡒとい࠺ᶵ㐠࡙ࡃりに

もなࡗたࠖとい࠺ពぢがከࢀ⪺ࡃまࡋた。 

 ࣡ーࢵࣙࢩࢡプとは、ㅮ⩏ࡸㅮ₇な一᪉ⓗな▱㆑のఏ㐩ではなࡃ、ཧຍ⪅が⮬ࡽཧ

ຍ・体㦂ࡋ、グループの┦స⏝の୰でఱを学ࡧあࡗたりࡃࡘりฟࡋたりする、᪉

ྥの学ࡧと創造のࢫタルです。 

 県民交流広場のᴗプランをまとめたり、のよ࠺な地域に࡚ࡋいࡃをఫ民ࢇࡳな

でヰ࠺ྜࡋため、࣡ーࢵࣙࢩࢡプの㛤ദを࠾すすめࡋます。 

ータࢸࣜࢩࣇ㸦⪅ࡘをᣢ࢘ࣁ࢘ࣀプの㐠Ⴀࢵࣙࢩࢡᛂ援㝲には、࣡ーࢸࢽ࣑ࣗࢥ 

ー㸧がᩘከࡃཧຍ࡚ࡋいます。
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〔コミュニティ応援隊ࡣ〕 

 県民交流広場ᴗのຠᯝⓗな活⏝ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡸのᵝࠎなㄢ㢟ゎ決をᛂ援するため、

県が学㆑⪅ࡸᑓ㛛ᐙ、ࣔࢹル地域ࣜーࢲーࡽに༠ຊをồめ࡚タ⨨ࡋたࢸࢽ࣑ࣗࢥᛂ援

㝲㸦㹁㸿㹒㸧の୰ࡽ、地域のࢽーࢬにἢࡗた⪅を派遣ࡋます。 

 ≉に、県民交流広場を㏻ࡌたࡃ࡙ࢸࢽ࣑ࣗࢥりにあた࡚ࡗは、地域のᶵ㐠を┒りୖ

、には、プラン᳨ウẁ㝵でࢀࡑ。のఫ民の㛵ᚰとཧຍを㧗めることがษですࡃከ、ࡆ

ఫ民が㞟まり、࣡ 、ࡳ⤌のためのྲྀりࡑ、のあり᪉ࢸࢽ࣑ࣗࢥと後のࣖ࢞ࣖ࢞࣡

プࠖがຠࢵࣙࢩࢡー࣡ࠕࡃい࡚ࡋඹ᭷࡚ࡗྜࡋたពぢをฟࡗ広場のᩚഛෆᐜとい࡚ࡋࡑ

ᯝⓗです。この࣡ーࢵࣙࢩࢡプの㐍⾜をᡭఏ࠺ᑓ㛛ᐙも、㹁㸿㹒ࡽ派遣ࡋます。 

〔コミュニティ応援隊の申ࡋ込ࡳの流ࢀ〕 

 派遣をồめる地域の᪉は、県民ᒁ県民ㄢ、ᩥ会㤋、消費生活センター等㸦県民ᒁᅪ

域によ࡚ࡗ❆ཱྀが␗なります㸧に申ࡋ㎸ࡳます。 

❆ཱྀᶵ㛵は、㹁㸿㹒登録⪅㸦ࣂࢻザーࣜࢺࢫ㸧を♧ࡋながࡽ、地域のࢽーࢬにࡩ

  。ますࡂなࡘᕼᮃにもと࡙い࡚᪉を、ࡋザーを助ゝࣂࢻいࡋࢃࡉ

ᡭఏ࠾のゎ決をࡳなᝎࢇなㄢ㢟、こࢇこ、ࡤ࠼ーが、ࣂᛂ援㝲の࣓ンࢸࢽ࣑ࣗࢥ 

いࡋます㸟 

県民局(県民課ࠊ文化会館ࠊ消費生活センター➼）お

問い合わせࡉࡔࡃい352）ࠋ ཧ↷） 

地域のࠊࡽーの中ࣂコミュニティ応援隊࣓ンࡓࢀࡉⓏ㘓ࡵࡌࡽ࠶۔

౫㢗内ᐜࡉࡩわࡋいㅮᖌࡈࢆ⤂ࠋࡍࡲࡋ 

ࢆ⛬᪥ࠊࡶࡿࡍㄪᩚࢆ᪉ࡵ当᪥の進ࠊ࠼ఏࢆ౫㢗内ᐜㅮᖌ۔

ㄪᩚࠋࡍࡲࡋ（県民局ࡶおᡭఏいࡍࡲࡋ） 

 実㸟㸟ࢆࣉࢵࣙࢩࢡー࣡ࡸ学習会ࠊ࠼㏄ࢆㅮᖌ۔

 ࠋいࡉࡔࡃ協ຊࡈㄪᰝࢺーࢣン࡞⡆༢۔

  い㸟ࡓいࡽࡶ࡚ࡋゎ⌮࡞ࢇࡳࢆࡉコミュニティのษ ۔

ࡓࡋ༶ࢬニーࡸ地域の課㢟ࠊ࡚ࡗࡽࡶ࡚ࡋཧຍのఫ民ࢇࡉࡃࡓࡅࡔࡿࡁ࡛ ۔

事業ࣛࣉンࡓࡾࡃࡘࢆい㸟  

  い㸟࡞ࡽࡲࡲࡀ県民交流広場の活⏝᪉ྥࠊฟ࡚ࡀ意ぢ࡞ࢁいࢁい ۔

  い㸟ࡓࡧ学ࡽ地域のయ㦂ࡔࢇ⤌ࡾྲྀ県民交流広場࡚ࡋ⾜先 ۔

 ࠎ➼ いࡋࡀいの࡛ຓゝࡓࡆୖࡕ❧ࢆࢪー࣒࣌ー࣍コミュニティの ۔

㸲 コミュニティ応援隊（&$7）の派遣 
〔ᑓ㛛分野ࠊ支援・ࡿࡁ࡛ࢫࣂࢻ内ᐜ〕 

県民交流広場ᴗの活⏝ᩚࡸഛ後の㐠Ⴀ・活動のᐇをᅗるため、ࡤ࠼ḟのよ࠺な

支援・ࢫࣂࢻが⪃ࢀࡽ࠼ます。 

ຓゝ・支援の ࢨࣂࢻーの
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業

活
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援 

య㦂ㄯᢨ㟢・地域のࢫࣂࢻ㸸 

広場活⏝の成ᯝ㺂広場のᑟධ㺃㐠Ⴀで┤㠃ࡋたㄢ㢟と対ᛂ᪉⟇な�㸮件� 

県民交流広場ࣔࢹ

ル地域のࣜーࢲー 

࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡ㛤ദ支援㸸 

地域の⌧≧ᩚࡸഛするᣐⅬの活⏝᪉ἲにࡘい࡚ヰ࠺ྜࡋ、࣡ーࢵࣙࢩࢡ

プの⏬助ゝ・㐍⾜支援な 㸦１件㸧 

࣡ーࢵࣙࢩࢡプの

㐍⾜࢘ࣁ࢘ࣀをᣢ

 ⪅たࡗ

コミュニティの㔜せᛶᥦ㉳ࠊ地域の事⤂㸸 

地域主ദの学習会࢛ࣇࡸーラ࣒のㅮ₇・助ゝな 㸦�� 件㸧 

◊✲⪅㺃ᐇ㊶ᐙな

 

運

Ⴀ 

・

活

動 

支 

援 

地域のሗ化支援㸸 

 㸦㸳件㸧 㛤タ、㹑㹌㹑活⏝᪉ἲなࢪー࣒࣌ー࣍

ྛ分野のᑓ㛛ᐙ、

ᅋ体・㹌㹎㹍ࣜー

 ーなࢲ

㹌㹎㹍の㐃ᦠ支援㸸 

༠ാᴗの᳨ウ・提࡙ࡃりな 㸦１件㸧 

コミュニティࢫࢿࢪࣅ支援㸸 

㉳ᴗ࢘ࣁ࢘ࣀ・㐠Ⴀ᪉ἲな 㸦㸮件㸧 

地域ேᮦの☜ಖ支援㸸 

地域㏻㈌ᑟධ、ேᮦ㣴成の᪉⟇な 㸦１件㸧 

ྛ✀地域課㢟ゎỴ㸸 

㜵≢、Ꮚ⫱࡚、㣗・≉⏘ရ㛤Ⓨ、㜵⅏、ᩥ、⚟♴、まࡃ࡙ࡕり、⎔ቃ

等ྛ分野の活動ᐇな  㸦�� 件㸧 

ͤ ��年ᗘのࢸࢽ࣑ࣗࢥᛂ援㝲の派遣は��件。ࡑのෆヂを�  �᭩きでグ㍕࡚ࡋいます。 

〔࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡのࡵࡍࡍ〕 

県民交流広場のプラン࡙ࡃりをはࡌめ、ࡃ࡙ࢸࢽ࣑ࣗࢥり・まࡃ࡙ࡕりの分野で、

地域のࠕᛮいをඹ᭷ࠖྜࠕ、ࡋពᙧ成ࠖをᅗ࡚ࡗいࡃためには、࣡ーࢵࣙࢩࢡプとい࠺ᡭ

ἲがຠᯝⓗです。 

い、ᛮいをඹ᭷するためにはྜࡋពぢをฟࡃのఫ民が広ࡃከࠕ、い࡚も࠾ル地域にࢹࣔ 

࣡ーࢵࣙࢩࢡプで、࣡࣡ពぢをฟ࠺ྜࡋのが一␒Ⰻい。ࡸるࡒとい࠺ᶵ㐠࡙ࡃりに

もなࡗたࠖとい࠺ពぢがከࢀ⪺ࡃまࡋた。 

 ࣡ーࢵࣙࢩࢡプとは、ㅮ⩏ࡸㅮ₇な一᪉ⓗな▱㆑のఏ㐩ではなࡃ、ཧຍ⪅が⮬ࡽཧ

ຍ・体㦂ࡋ、グループの┦స⏝の୰でఱを学ࡧあࡗたりࡃࡘりฟࡋたりする、᪉

ྥの学ࡧと創造のࢫタルです。 

 県民交流広場のᴗプランをまとめたり、のよ࠺な地域に࡚ࡋいࡃをఫ民ࢇࡳな

でヰ࠺ྜࡋため、࣡ーࢵࣙࢩࢡプの㛤ദを࠾すすめࡋます。 

ータࢸࣜࢩࣇ㸦⪅ࡘをᣢ࢘ࣁ࢘ࣀプの㐠Ⴀࢵࣙࢩࢡᛂ援㝲には、࣡ーࢸࢽ࣑ࣗࢥ 

ー㸧がᩘከࡃཧຍ࡚ࡋいます。

─  51  ─



〔経費の負担〕 

〔申込先・お問い合わせ先〕 

地 域 県民交流広場事業全般の窓口 直通電話番号 コミュニティ応援隊の窓口 直通電話番号 

神 戸 神戸県民センター県民課 078－361－8597 

神戸県民センター県民課 078－361-8586 阪神南 阪神南県民センター県民課 06－6481－4397 

阪神北 阪神北県民局県民課 0797－83－3136 

東播磨 東播磨県民局県民課 079－421－9093 東播磨県民局県民課 079－421－9093 

北播磨 北播磨県民局県民課 0795－42－9516 嬉野台生涯教育センター 0795－44－0711 

中播磨 中播磨県民センター県民課 079－281－9196 
中播磨県民センター 
中播磨消費生活創造センター 

079－281－9601 

西播磨 西播磨県民局県民協働課 0791－58－2100 西播磨文化会館 0791－75－3663 

但 馬 但馬県民局県民運動課 0796－26－3645 但馬文教府 0796－22－4407 

丹 波 
丹波県民局県民課 
（丹波の森公苑内） 

0795－72－5168 丹波の森公苑 0795－72－2127 

淡 路 淡路県民局県民課 0799－26－2043 淡路文化会館 0799－85－1391 

全 県 県庁協働推進室 078－362－4000 県庁協働推進室 078－362－4000 

派遣目的 謝 金 交通費 

交流広場支援 
県負担(３万円) 地域負担(実費相当額) 

分野別学習支援 

〔注意事項〕 

１ 交流広場支援は、１地域年１件、分野別学習支援は、同一申請主体年２件の派遣が県負

担の対象です。 

２ 県民交流広場交付決定後の謝金・旅費は、広場の活動費助成の対象となり、地域負担と

なります。 

３ 予算に限りがあるため、県が謝金を負担できないこともあります。 

４ 消費生活センター・地域生活創造情報プラザへのグループ登録により、会場提供等の支

援もあります。 

お電話をお待ちしています！

 県民交流広場事業に関わられる方にとって、事業提案や活動を行っていくにあたって必

要となる情報をできるだけ多く知ってもらい、効果的な活動につなげていただくために、

「県民交流広場公式ホームページ（http://www.hyogo.kouryu-hiroba.jp）」を開設してい

ます。 

ホームページでは、イベント情報・ニュース・助成情報等の新着情報をはじめとして、

次のような形で情報を発信しています。ぜひ、ご活用ください。 

《 「県民交流広場公式ホームページ」のトップページ 》 

県民交流広場実施地区

を紹介しています。 

コミュニティ応援隊の派遣に

関する情報を掲載しています。 

イベント情報、ニュース、助成情

報等を随時お知らせしています。 

県民交流広場事

業の実施にあた

って参考となる

情報を掲載して

います。 

５ ホームページ等による情報発信 
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〔経費の負担〕 

〔申込先・お問い合わせ先〕 

地 域 県民交流広場事業全般の窓口 直通電話番号 コミュニティ応援隊の窓口 直通電話番号 

神 戸 神戸県民センター県民課 078－361－8597 

神戸県民センター県民課 078－361-8586 阪神南 阪神南県民センター県民課 06－6481－4397 

阪神北 阪神北県民局県民課 0797－83－3136 

東播磨 東播磨県民局県民課 079－421－9093 東播磨県民局県民課 079－421－9093 

北播磨 北播磨県民局県民課 0795－42－9516 嬉野台生涯教育センター 0795－44－0711 

中播磨 中播磨県民センター県民課 079－281－9196 
中播磨県民センター 
中播磨消費生活創造センター 

079－281－9601 

西播磨 西播磨県民局県民協働課 0791－58－2100 西播磨文化会館 0791－75－3663 

但 馬 但馬県民局県民運動課 0796－26－3645 但馬文教府 0796－22－4407 

丹 波 
丹波県民局県民課 
（丹波の森公苑内） 

0795－72－5168 丹波の森公苑 0795－72－2127 

淡 路 淡路県民局県民課 0799－26－2043 淡路文化会館 0799－85－1391 

全 県 県庁協働推進室 078－362－4000 県庁協働推進室 078－362－4000 

派遣目的 謝 金 交通費 

交流広場支援 
県負担(３万円) 地域負担(実費相当額) 

分野別学習支援 

〔注意事項〕 

１ 交流広場支援は、１地域年１件、分野別学習支援は、同一申請主体年２件の派遣が県負

担の対象です。 

２ 県民交流広場交付決定後の謝金・旅費は、広場の活動費助成の対象となり、地域負担と

なります。 

３ 予算に限りがあるため、県が謝金を負担できないこともあります。 

４ 消費生活センター・地域生活創造情報プラザへのグループ登録により、会場提供等の支

援もあります。 

お電話をお待ちしています！

 県民交流広場事業に関わられる方にとって、事業提案や活動を行っていくにあたって必

要となる情報をできるだけ多く知ってもらい、効果的な活動につなげていただくために、

「県民交流広場公式ホームページ（http://www.hyogo.kouryu-hiroba.jp）」を開設してい

ます。 

ホームページでは、イベント情報・ニュース・助成情報等の新着情報をはじめとして、

次のような形で情報を発信しています。ぜひ、ご活用ください。 

《 「県民交流広場公式ホームページ」のトップページ 》 

県民交流広場実施地区

を紹介しています。 

コミュニティ応援隊の派遣に

関する情報を掲載しています。 

イベント情報、ニュース、助成情

報等を随時お知らせしています。 

県民交流広場事

業の実施にあた

って参考となる

情報を掲載して

います。 

５ ホームページ等による情報発信 
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１ 県民交流広場事業の概要 

事 業 目 的 

県民一人ひとりが、身近な地域を舞台に多彩な分野で地域づくり活動に

取り組むための活動の場の整備と活動に要する経費を助成することを通じ

て、県民の参画と協働によるコミュニティの再生をめざす。 

事 業 財 源 
第７期法人県民税（法人税割）超過課税収入 

 〔収入期間：平成17年11月～平成22年10月〕 

選 定 期 間 
平成18年度～平成22年度 

※16年度、17年度はモデル事業を実施 

助

成

要

件

助 成 

対 象 者 

自治会、婦人会、老人クラブ、ＰＴＡ、各種グループ等で構成された

住民組織（地域推進委員会）。 

※まちづくり協議会等の既存組織も可 

助 成 

対 象事業 

コミュニティが取り組む活動の場の整備、及び新たな地域づくり活動

の立ち上げや充実 

助 成 

対 象地域 

小学校区（平成１６年５月時点の校区を基準）。 

ただし、コミュニティの実情に応じて校区の統合又は分割も可 

助 成 

限 度 額 
１小学校区：整備費1,000万円、活動費300万円を限度額とする。 

特 例措置 整備費･活動費間での配分変更（200万円限度）等 

地 域選定 

県民局ごとに、地域が作成した事業プラン（整備・活動内容、収支計

画等）の提案発表会を公開で開催し、専門家、広域地域団体等で構成す

る広域推進委員会の意見をふまえて、県民局が選定する。 

(平成22年度末で新規採択は終了) 

（審査事項） 

・地域の意欲・主体性等の熟度 ・事業プランに関する地域合意 

・事業プランの実現性 ・広場運営及び活動の持続性・自立性 

助 成方法 県民局から選定地域に対し、概ね５年間で毎年度必要額を助成 

＜事業の流れ＞ 

 

市町意見 

の聴取 

地域推進 

委員会づくり

事業プラン 

作成 

提 案

発表会

審査・

選定 

・助 成 
・コミュニティ応援隊 
派遣等 

整備・ 

活動展開 

参考  県民交流広場等に関連する資料 
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